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一
　
は
じ
め
に

㈠
　
問
題
の
所
在

　
医
療
は
、
患
者
と
医
療
機
関
・
医
師
と
が
医
療
契
約
（
診
療
契
約
）
を
締
結
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
患
者
に
提
供
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、

診
療
債
務
の
内
容
は
、
契
約
成
立
の
時
点
で
た
だ
ち
に
確
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
診
察
や
一
般
的
な
検
査
等
を
通
じ
て
、
徐
々
に
決
定

さ
れ
て
い
く
も
の
で
あ（
1
）る。

医
師
の
行
う
診
療
行
為
は
、
医
療
水
準
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
そ
の
目
的
が
患
者
の
疾
病
や

負
傷
の
治
癒
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
患
者
の
身
体
に
対
す
る
侵
害
と
な（
2
）る。
そ
こ
で
、
医
療
契
約
の
先
に
あ
る
手
術
等
の
個
々
の
医
的
侵

襲
行
為
を
実
施
す
る
に
際
し
て
は
、
医
療
契
約
と
は
別
に
、
当
該
医
的
侵
襲
行
為
に
対
す
る
患
者
の
承
諾
が
必
要
と
な
る
。

　
医
療
行
為
に
対
す
る
患
者
の
承
諾
は
、
患
者
に
よ
っ
て
自
律
的
に
選
択
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
か
ら
こ
そ
有
効
な
承
諾
た
り
得
る
。
す
な

わ
ち
、
十
分
な
情
報
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
な
く
な
さ
れ
た
形
式
的
な
承
諾
は
、
承
諾
と
し
て
不
完
全
で
あ
り
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
実
施
さ

れ
た
医
療
行
為
は
、
正
当
業
務
行
為
と
い
え
ず
、
そ
の
違
法
性
が
阻
却
さ
れ
な（
3
）い。

こ
の
よ
う
に
、
患
者
の
承
諾
は
、
患
者
が
当
該
医
療

行
為
の
内
容
を
理
解
し
、
そ
し
て
、
自
ら
の
論
理
に
従
っ
て
考
え
た
上
で
な
さ
れ
た
意
思
決
定
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
、
医
療
行

為
は
高
度
に
専
門
的
な
行
為
で
あ
る
が
た
め
に
、
長
ら
く
医
師
の
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
医
師
と
患
者
と

の
間
に
は
圧
倒
的
な
知
識
・
情
報
の
格
差
が
存
す（
4
）る。
し
た
が
っ
て
、
か
か
る
承
諾
の
前
提
と
し
て
、
医
師
に
よ
る
十
分
な
説
明
が
要
請

さ
れ
る
の
で
あ
る
。
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
法
理
は
、
こ
う
し
た
医
師
の
説
明
義
務
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
ら
れ（
5
）る。

　
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
法
理
は
、
周
知
の
よ
う
に
ア
メ
リ
カ
を
発
祥
と
す
る
法
理
で
あ
る
。
一
九
六
五
年
に
公
表
さ
れ
た
唄

孝
一
教
授
の
論（
6
）文に

よ
り
法
学
領
域
に
お
け
る
議
論
の
俎
上
に
載
せ
ら
れ
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
に
日
本
の
医
療
現
場
に
定
着
し
た
と
さ（
7
）れ

る
。
そ
の
後
、
学
説
上
の
議
論
お
よ
び
裁
判
例
の
蓄
積
に
よ
り
、
今
日
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
は
、
協
同
的
な
医
師
・
患
者
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関
係
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
た
、
患
者
の
自
己
決
定
権
に
根
拠
づ
け
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
医
療
行
為
に
つ
い
て
、
医
師
の
専
断
的
判
断
を
容

認
せ
ず
、
医
師
と
患
者
と
の
協
同
的
な
関
係
を
望
む
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
医
療
法
一
条
の
四
第
二
項
に
お
け
る
、「
医
療
を
提
供
す
る
に
当

た
り
、
適
切
な
説
明
を
行
い
、
医
療
を
受
け
る
者
の
理
解
を
得
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
規
定
に
も
表
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
医
師
の
説
明
義
務
は
、
結
果
回
避
義
務
と
し
て
の
説
明
義
務
と
、
承
諾
の
有
効
要
件
と
し
て
の
説
明
義
務
に
分
類
さ
れ
、

前
者
は
主
に
医
療
水
準
を
基
準
と
す
る
の
に
対
し
、
後
者
は
必
ず
し
も
そ
れ
に
拘
束
さ
れ
な（
8
）い。

医
療
水
準
に
達
し
て
い
な
い
新
し
い
医

的
侵
襲
行
為
を
実
施
せ
ざ
る
を
得
な
い
場
合
に
も
、
患
者
の
承
諾
を
得
る
た
め
に
、
医
師
は
当
該
医
的
侵
襲
行
為
に
関
す
る
説
明
義
務
を

果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
で
あ（
9
）る。

承
諾
の
有
効
要
件
と
し
て
の
説
明
義
務
に
関
す
る
わ
が
国
初
期
の
裁
判
例
と
さ
れ
）
10
（

る
東
京
地

判
昭
和
四
六
年
五
月
一
九
日
は
、
乳
腺
症
患
者
の
承
諾
を
得
ず
に
な
さ
れ
た
乳
房
の
摘
出
手
術
に
つ
い
て
、「
患
者
の
承
諾
を
求
め
る
に

あ
た
つ
て
は
、
そ
の
前
提
と
し
て
、
病
状
お
よ
び
手
術
の
必
要
性
に
関
す
る
医
師
の
説
明
が
必
要
で
あ
」
り
、
さ
ら
に
、「
本
件
の
よ
う

に
手
術
の
要
否
に
つ
い
て
の
見
解
が
分
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
手
術
を
受
け
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
患
者
の
意
思
が

―
そ
う
尊
重
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
か
ら
、
医
師
は
、
右
の
よ
う
な
事
情
を
患
者
に
十
分
説
明
し
た
う
え
で
そ
の
承
諾
を
得
て
手
術
を
な
す
べ
き
で
あ
つ
た
」

と
し
て
、
患
者
の
意
思
尊
重
に
資
す
る
よ
う
な
説
明
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム

ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
観
点
か
ら
は
、
患
者
に
提
供
さ
れ
る
べ
き
情
報
の
内
容
お
よ
び
そ
の
説
明
の
態
様
・
程
度
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
患
者
の
側
に
目
を
転
じ
る
と
、
医
療
行
為
に
対
す
る
承
諾
が
求
め
ら
れ
る
場
面
に
お
い
て
、
し
ば
し
ば
、
患
者
は
有
効
な
承
諾
を
な
し

得
る
だ
け
の
能
力
、
す
な
わ
ち
、
当
該
医
療
行
為
お
よ
び
そ
の
結
果
を
理
解
し
、
意
思
決
定
を
し
た
上
で
、
そ
れ
を
表
示
す
る
能
力
を
持

た
な
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
場
合
に
は
、
第
三
者
が
こ
れ
を
代
行
す
る
必
要
性
が
生
じ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
理
論
上
、
身
体

の
処
分
行
為
は
一
身
専
属
性
を
有
す
る
が
た
め
に
代
理
・
代
行
に
馴
染
ま
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
務
上
は
、
患
者
の
周
囲
に
い
る

「
誰
か
」
の
承
諾
が
必
須
と
な
る
。

　
本
稿
の
問
題
意
識
は
、
患
者
本
人
が
自
ら
有
効
な
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
を
な
す
こ
と
が
で
き
な
い
場
面
に
端
を
発
す
る
も
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の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
本
人
に
代
わ
り
、
そ
の
承
諾
を
誰
に
求
め
る
べ
き
な
の
か
、
そ
し
て
、
本
人
が
ど
の
よ
う
な
状
態
に
あ
れ
ば
、

代
行
に
依
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
い
え
る
の
か
と
い
う
点
が
、
法
律
上
必
ず
し
も
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
、
実
際
の
医
療
現
場
に

お
い
て
混
乱
を
招
き
か
ね
ず
、
ま
た
、
患
者
本
人
の
意
思
決
定
を
担
保
す
る
観
点
か
ら
も
不
都
合
な
結
果
を
生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

そ
の
一
方
で
、
医
学
の
領
域
に
対
し
て
法
の
介
入
が
ど
こ
ま
で
許
容
さ
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
）
11
（
る
。
そ
こ
で
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・

コ
ン
セ
ン
ト
が
で
き
な
い
患
者
へ
の
対
応
に
つ
い
て
検
討
す
る
前
提
と
し
て
、
ま
ず
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
が
法
的
に
い
か
な

る
位
置
を
認
め
ら
れ
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

㈡
　
本
稿
の
構
成

　
上
記
の
検
討
を
行
う
に
あ
た
り
、
本
稿
で
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
法
を
参
照
す
る
。
こ
れ
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
は
、
二
〇
一
四
年
制
定

の
民
商
法
典
に
お
い
て
、
民
法
の
条
文
と
し
て
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
が
明
文
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
が
新
た
に
創
設
さ

れ
た
「
第
一
編
　
自
然
人
　
第
三
章
　
人
格
権
及
び
一
身
専
属
的
行
為
（D

erechos y actos personalísim
os

）」
に
お
い
て
、
他
の
人
格
権

と
と
も
に
体
系
的
に
規
律
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
を
理
由
と
す
る
。

　
そ
の
際
の
方
法
と
し
て
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
規
定
の
み
を
検
討
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
条
文
配
置
に
も
着
目
す
る
。

民
商
法
典
に
お
け
る
人
格
権
の
特
徴
は
、
旧
民
法
典
が
専
ら
民
事
責
任
に
基
づ
く
損
害
賠
償
に
よ
っ
て
そ
の
保
護
を
図
ろ
う
と
し
た
こ
と

と
の
対
比
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
し
た
が
っ
て
民
商
法
典
に
お
け
る
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
を
把
握
す
る
上
で
は
、
人
格
権

規
定
か
ら
の
考
察
が
重
要
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
法
に
お
け
る
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
を
検
討
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、
な
ぜ
こ
れ
が
人

格
権
規
定
の
中
で
明
文
化
さ
れ
た
の
か
、
次
に
、
な
ぜ
人
格
権
が
民
事
責
任
の
領
域
か
ら
独
立
し
て
体
系
的
に
整
理
さ
れ
た
の
か
、
と
い

う
二
段
階
の
問
い
に
答
え
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
は
以
下
の
構
成
を
採
る
。
ま
ず
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
法
に
お
い
て
イ
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ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
が
立
法
化
さ
れ
る
過
程
を
、
特
別
法
の
制
定
と
旧
民
法
典
改
正
法
案
と
に
分
け
て
考
察
す
る
（
二
）。
次

に
、
民
商
法
典
に
お
け
る
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
法
理
に
つ
い
て
、
特
別
法
と
の
関
係
を
踏
ま
え
た
考
察
を
行
う
（
三
）。
そ

し
て
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
が
人
格
権
規
定
の
一
条
文
と
し
て
配
置
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
、
人
格
権
の
法
的
性
質
と
し
て

の
相
対
的
処
分
不
可
能
性
の
観
点
か
ら
検
討
す
る
（
四
）。
最
後
に
、
上
記
の
二
つ
の
問
い
に
対
す
る
見
解
を
ま
と
め
る
（
五
）。

二
　
前
史

―
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
法
に
お
け
る
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
の

　
　
立
法
化

　
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
お
い
て
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
に
関
す
る
立
法
は
、
㈠
　
特
別
法
の
中
で
患
者
の
権
利
と
し
て
規
定
さ

れ
て
い
く
と
い
う
流
れ
と
、
㈡
　
旧
民
法
典
の
改
正
法
案
の
中
で
人
格
権
の
中
に
取
り
込
ま
れ
て
い
く
と
い
う
流
れ
の
二
つ
に
大
別
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

㈠
　
特
別
法
に
お
け
る
生
成
と
展
開

　
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
土
台
と
な
る
患
者
の
意
思
の
尊
重
や
情
報
提
供
義
務
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
お
い
て
、
特
別
法
を

始
点
と
し
て
立
法
化
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
一
九
六
七
年
に
制
定
さ
れ
た
「
医
学
及
び
歯
科
学
の
行
使
並
び
に
そ
の
協
働
活
動
の
た
め
の
規

則
に
関
す
る
法
律
第
一
七
一
三
二
号
（Ley 17.132 Reglas para el ejercicio de la m

edicina, odontología y acticidad de colaboración de 

las m
ism

as

）」
一
九
条
三
号
で
は
、
医
師
の
義
務
と
し
て
、
治
療
お
よ
び
入
院
の
諾
否
に
つ
い
て
患
者
の
意
思
を
尊
重
す
べ
き
こ
と
が
定

め
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
一
九
九
〇
年
に
は
、
情
報
提
供
義
務
の
み
に
か
か
わ
る
立
法
で
あ
る
が
、「
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
へ
の
対
策
の
た
め
の
国
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家
利
益
に
関
す
る
法
律
第
二
三
七
九
八
号
（Ley 23.798 D

eclárase de interés nacional a la lucha contra el síndrom
e de inm

unodeficien-

cia adquirida

）」
八
条
お
よ
び
そ
の
施
行
規
則
で
あ
る
一
九
九
一
年
の
デ
ク
レ
ト
一
二
四
四
号
（D

ecreto 1244/91 Apruébase la Regla-

m
entación de la Ley 23.798

）
八
条
に
お
い
て
、
医
師
が
提
供
す
べ
き
情
報
の
内
容
と
し
て
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
・
伝
染
の
性
質
、

感
染
経
路
お
よ
び
適
切
な
援
助
を
受
け
る
権
利
が
定
め
ら
れ
た
。

　
一
九
九
三
年
の
「
臓
器
及
び
組
織
の
移
植
に
関
す
る
法
律
第
二
四
一
九
三
号
（Ley 24.193 Transplantes de O

rganos y M
ateriales 

Anatóm
icos

）」（
以
下
、「
臓
器
移
植
法
」）
一
三
条
で
は
、
ド
ナ
ー
お
よ
び
レ
シ
ピ
エ
ン
ト
な
ら
び
に
そ
の
親
族
へ
の
情
報
提
供
義
務
が
規

定
さ
れ
た
。
二
〇
〇
五
年
の
改
正
に
よ
り
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
が
定
め
ら
れ
た
。

　
そ
し
て
、
二
〇
〇
九
年
に
、
特
別
法
に
お
け
る
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
規
定
の
あ
る
種
の
完
成
形
と
い
え
る
「
医
療
従
事
者

及
び
医
療
機
関
と
の
関
係
に
お
け
る
患
者
の
権
利
に
関
す
る
法
律
第
二
六
五
二
九
号
（Ley 26.529 D

erechos del Paciente en Relación 

con los Profesionales e Instituciones de la Salud

）」
が
制
定
さ
れ
た
。
同
法
で
は
、
医
師
か
ら
提
案
さ
れ
た
医
療
行
為
を
承
諾
す
る
権
利
、

そ
し
て
こ
れ
を
拒
否
す
る
権
利
は
、
⒜
な
い
し
⒢
の
七
つ
の
「
患
者
の
権
利
」
を
定
め
る
患
者
法
二
条
の
⒠
に
お
い
て
、「
意
思
の
自

律
」
と
し
て
規
定
さ
れ
た
。

　
そ
の
後
、
患
者
法
は
二
〇
一
二
年
に
、
法
律
第
二
六
七
四
二
号
（Ley 26.742

）
お
よ
び
そ
の
施
行
規
則
で
あ
る
デ
ク
レ
ト
一
〇
八
九

号
（D

ecreto 1089/2012  

、
以
下
、「
デ
ク
レ
ト
」）
に
よ
る
エ
ポ
ッ
ク
メ
ー
キ
ン
グ
な
改
正
が
な
さ
れ
た
（
以
下
、
本
改
正
を
含
め
て
「
患
者

法
」
と
呼
ぶ
。）。
法
律
第
二
六
七
四
二
号
に
よ
る
改
正
の
主
眼
は
、「
尊
厳
死
の
権
利
」
を
導
入
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
患

者
法
二
条
⒠
所
定
の
「
意
思
の
自
律
」
と
し
て
、
そ
れ
ま
で
規
定
さ
れ
て
い
た
医
療
行
為
を
承
諾
ま
た
は
拒
否
す
る
権
利
に
追
加
し
て
、

患
者
が
一
定
の
場
合
に
、
外
科
的
治
療
も
し
く
は
人
工
蘇
生
の
拒
否
ま
た
は
生
命
維
持
措
置
の
取
り
外
し
に
関
す
る
意
思
を
表
明
す
る
権

利
を
有
す
る
こ
と
を
定
め
た
。
こ
れ
を
も
っ
て
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
法
に
お
い
て
は
、
尊
厳
死
が
患
者
の
権
利
と
し
て
明
文
化
さ
れ
る
に

至
っ
た
の
で
あ
る
。
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さ
ら
に
、
患
者
法
は
、「
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
」
と
題
す
る
第
三
章
に
お
い
て
、
そ
の
定
義
（
同
法
五
条
）、
そ
の
取
得
に

際
し
て
の
医
療
従
事
者
の
義
務
（
同
法
六
条
）、
そ
の
様
式
（
同
法
七
条
）、
そ
の
取
得
が
免
除
さ
れ
る
場
合
（
同
法
九
条
）、
そ
の
撤
回
（
同

法
十
条
）
等
を
定
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
医
療
従
事
者
側
の
義
務
と
し
て
、
ま
た
、
具
体
的
な
疾
患
・
医
療
行
為
に
応
じ
て
、
分
野

を
越
え
て
な
さ
れ
て
き
た
規
律
は
、
患
者
法
に
よ
っ
て
患
者
の
権
利
と
い
う
枠
組
み
の
中
で
一
応
の
体
系
化
が
な
さ
れ
た
。

㈡
　
旧
民
法
典
改
正
法
案

―
人
格
権
規
定
へ
の
組
み
入
れ

　
前
節
で
み
た
よ
う
に
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
お
い
て
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
は
二
〇
〇
九
年
に
患
者
法
の
制
定
に
よ
っ
て
立

法
化
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
一
方
、
こ
う
し
た
特
別
法
の
動
き
と
並
行
し
て
、
旧
民
法
典
を
改
正
す
る
た
め
の
法
案
が
検
討
さ
れ
、
そ
こ
で

は
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
を
旧
民
法
典
に
取
り
込
む
方
向
性
が
示
さ
れ
た
。

　
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
お
け
る
現
行
の
民
法
は
、
民
法
典
と
商
法
典
が
統
合
さ
れ
た
か
た
ち
を
採
っ
た
民
商
法
典
で
あ
る
が
、
同
法
典
の
施

行
に
至
る
ま
で
、
一
八
六
九
年
に
ダ
ル
マ
シ
オ
・
ベ
レ
ス
・
サ
ル
ス
フ
ィ
エ
ル
ド
に
よ
っ
て
起
草
さ
れ
た
旧
民
法
典
が
効
力
を
有
し
て
い

た
。
旧
民
法
典
は
、
約
一
四
五
年
の
歴
史
の
中
で
、
最
も
重
要
な
改
正
と
さ
れ
る
法
律
第
一
七
七
一
一
号
に
よ
る
改
正
を
含
め
、
幾
度
も

改
正
が
な
さ
）
12
（
れ
、
そ
の
他
に
、
実
際
に
成
立
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
現
行
の
民
商
法
典
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
法
案
が
あ
る
。

特
に
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
と
の
関
係
で
は
、
一
九
九
三
年
法
案
お
よ
び
一
九
九
八
年
法
案
が
重
要
で
あ
る
。
一
九
九
三
年

法
案
に
お
い
て
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
を
定
め
る
条
文
は
、
人
格
権
規
定
の
中
に
配
置
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
配
置
は
、
一
九

九
八
年
法
案
に
も
踏
襲
さ
れ
た
。
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
に
か
か
わ
る
条
文
の
内
容
に
つ
い
て
は
両
者
で
大
き
く
変
わ
る
と
こ

ろ
は
な
い
が
、
後
者
に
お
い
て
は
、
各
条
文
に
条
文
見
出
し
が
付
さ
れ
て
い
る
と
い
う
違
い
が
あ
る
。
両
法
案
に
つ
い
て
は
本
稿
で
再
度

触
れ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
に
絞
っ
て
条
文
案
を
取
り
上
げ
て
検
討
す
る
。

　
一
九
九
三
年
法
案
一
二
〇
条
は
、
何
人
も
自
ら
が
承
諾
す
る
こ
と
な
く
医
療
行
為
を
受
け
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
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ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
基
本
原
則
を
定
め
た
。
こ
れ
は
、
起
草
委
員
会
に
よ
っ
て
、
ボ
リ
ビ
ア
民
法
典
一
四
条
、
ケ
ベ
ッ
ク
民
法
典
一
一
条

お
よ
び
エ
チ
オ
ピ
ア
民
法
典
二
〇
条
を
参
考
に
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
）
13
（

る
。
同
条
文
案
は
、
一
九
九
八
年
法
案
一
一
二
条
に
お
い
て
、

「
患
者
の
承
諾
」
と
い
う
条
文
見
出
し
が
付
記
さ
れ
た
こ
と
以
外
は
、
ま
っ
た
く
同
じ
文
言
の
ま
ま
引
き
継
が
れ
た
。

　
そ
し
て
、
一
九
九
三
年
法
案
一
二
一
条
に
よ
れ
ば
、
患
者
本
人
が
行
為
無
能
力
ま
た
は
意
思
表
示
が
で
き
な
い
状
態
に
あ
る
場
合
に
は
、

そ
の
法
定
代
理
人
、
配
偶
者
、
親
族
、
ア
ジ
ェ
ガ
ー
ド
（allega

）
14
（do

）
が
承
諾
を
す
る
。
こ
れ
ら
の
者
を
欠
く
場
合
、
医
師
は
患
者
が
重

症
（m

al grave

）
に
な
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
で
あ
れ
ば
、
承
諾
な
し
で
医
療
行
為
に
及
ぶ
こ
と
が
で
き
る
（
同
条
）。
法
定
代
理
人
等
が

正
当
な
理
由
な
く
拒
否
す
る
場
合
、
裁
判
所
の
許
可
を
要
す
る
が
こ
れ
は
、
ケ
ベ
ッ
ク
民
法
典
一
六
条
を
参
考
に
し
た
も
の
で
あ
る
と
と

も
に
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
内
の
判
例
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
）
15
（
う
。
同
条
文
案
は
、
一
九
九
八
年
法
案
一
一
三
条
に
ほ
ぼ
同
じ
文
言

で
引
き
継
が
れ
）
16
（
た
。

　
一
九
九
八
年
法
案
一
一
四
条
は
、「
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
」
と
い
う
見
出
し
の
下
、
承
諾
を
す
る
者

―
患
者
本
人
お
よ

び
そ
の
法
定
代
理
人
等

―
に
対
し
て
情
報
提
供
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
定
め
る
。
こ
れ
は
、
一
九
九
三
年
法
案
一
二
二

条
と
多
少
の
文
言
の
違
い
は
あ
れ
）
17
（
ど
、
同
じ
内
容
を
定
め
て
い
る
と
言
っ
て
良
い
。

㈢
　
小
　
括

　
上
記
に
み
る
よ
う
に
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
は
、
分
野
横
断
的
に
特
別
法
を
俯
瞰
し
た
場
合
、
患
者
の
意
思
の
尊
重
と
情
報
提
供
義
務
の

定
め
に
お
い
て
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
萌
芽
が
認
め
ら
れ
、
こ
れ
ら
が
の
ち
に
患
者
の
権
利
と
し
て
包
括
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

そ
の
一
方
で
、
旧
民
法
典
改
正
に
係
る
法
案
に
お
い
て
は
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
は
、
起
草
委
員
会
が
示
し
た
よ
う
な
比
較

法
の
成
果
と
し
て
の
側
面
も
持
ち
な
が
ら
、
民
法
へ
の
定
位
が
試
み
ら
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
お
け
る
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
は
、
立
法
を
中
心
に
発
展
し
て
き
た
。
こ
れ
は
、
イ
ン
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フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
に
関
し
て
は
、
欧
米
に
比
し
て
裁
判
所
の
役
割
は
目
立
た
ず
、
学
説
が
立
法
に
重
点
を
置
い
た
議
論
を
行
っ

た
た
め
で

）
19
）（
18
（

あ
る
。三

　
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
民
商
法
典
に
お
け
る
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト

㈠
　
序
　
説

　
民
商
法
典
五
九
条
は
、「
医
療
行
為
及
び
医
学
研
究
の
た
め
の
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
」
と
の
条
文
見
出
し
の
下
、
こ
れ
に

フ
ォ
ー
カ
ス
し
た
条
文
で
あ
る
。
同
条
は
、
患
者
法
五
条
に
直
接
の
淵
源
を
有
す
）
20
（
る
。
も
っ
と
も
、
患
者
法
は
民
商
法
典
施
行
後
の
現
在

も
有
効
で
あ
）
21
（
る
。
両
者
の
抵
触
に
つ
い
て
は
、
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
民
商
法
典
は
、
五
八
条
な
い
し
六
〇
条

を
通
じ
て
「
健
康
（salud

）
へ
の
権
利
の
硬
い
核
（núcleo duro

）」、
す
な
わ
ち
、
保
護
の
最
低
限
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
よ

り
保
護
性
が
高
い
法
律
の
適
用
に
帰
結
す
る
と
い
う
見
）
22
（
解
や
、
後
法
優
先
の
原
則
に
よ
っ
て
解
決
さ
れ
る
と
す
る
見
解
が
あ
る
。
も
っ
と

も
、
医
学
と
法
学
、
そ
し
て
何
よ
り
重
要
な
現
実
の
生
命
・
健
康
と
が
交
錯
す
る
問
題
に
お
い
て
、
保
護
性
の
高
低
を
決
定
す
る
の
が
容

易
で
な
い
こ
と
は
自
明
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
患
者
法
や
デ
ク
レ
ト
の
規
定
と
比
較
す
る
と
、
民
商
法
典
五
九
条
の
規
定
は
、
簡
素
で
あ
る

が
ゆ
え
に
抽
象
的
に
も
映
る
。
そ
こ
で
、
本
章
で
は
、
民
商
法
典
五
九
条
を
中
心
に
、
解
釈
上
抵
触
す
る
規
定
や
補
完
的
に
機
能
す
る
規

定
に
つ
い
て
は
患
者
法
も
含
め
て
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
法
に
お
け
る
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
法
理
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
ま
ず
、
民
商
法
典
五
九
条
三
項
に
お
い
て
、
承
諾
を
し
な
い
限
り
、
患
者
は
、「
臨
床
的
又
は
外
科
的
な
検
査
又
は
治
療
を
受
け
得
な

い
」
こ
と
を
定
め
る
。
こ
こ
に
、
二
㈡
で
言
及
し
た
、
一
九
九
三
年
法
案
お
よ
び
一
九
九
八
年
法
案
に
お
い
て
確
立
さ
れ
た
基
本
原
則
が

明
文
化
さ
れ
て
い
る
。
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㈡
　
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
要
件

　
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
要
件
と
は
、
①
承
諾
が
十
分
な
情
報
を
受
け
た
上
で
な
さ
れ
た
こ
と
、
お
よ
び
、
②
患
者
本
人
が

承
諾
能
力
を
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
提
供
さ
れ
る
べ
き
情
報
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
べ
き
か
、
す
な
わ
ち
情
報
提

供
義
務
の
内
容
が
問
題
と
な
る
。

1
　
患
者
に
提
供
さ
れ
る
情
報

　
民
商
法
典
五
九
条
一
項
に
よ
り
、
医
療
行
為
に
対
す
る
患
者
の
承
諾
は
、
⒜
な
い
し
⒣
に
お
い
て
掲
げ
ら
れ
た
事
柄
に
関
す
る
、
明
白
、

正
確
か
つ
適
し
た
情
報
を
受
け
た
後
で
な
さ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
、
患
者
に
提
供
さ
れ
る
べ
き
情
報
は
、
⒜
な

い
し
⒣
に
掲
げ
ら
れ
た
内
容
と
、「
明
白
」「
正
確
」「
適
し
た
」
と
い
う
情
報
の
質
と
を
備
え
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
ま
ず
、
患
者
に
与
え
ら
れ
る
べ
き
情
報
の
内
容
と
は
、
具
体
的
に
は
、
⒜
「
健
康
状
態
」、
⒝
「
提
案
さ
れ
た
処
置
」（
目
的
の
明
示
を

含
む
）、
⒞
「
処
置
か
ら
期
待
さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト
」、
⒟
「
予
見
可
能
な
リ
ス
ク
、
不
快
感
（m

olestias

）
及
び
有
害
作
用
（efectos 

adversos

）」、
⒠
「
提
案
さ
れ
た
処
置
に
関
し
て
、
代
替
的
処
置
並
び
に
そ
の
リ
ス
ク
、
メ
リ
ッ
ト
及
び
損
害
（perjuicio

）」、
⒡
「
提
案

さ
れ
た
処
置
又
は
明
示
さ
れ
た
代
替
的
処
置
の
不
実
施
か
ら
予
見
可
能
な
結
果
」、
⒢
「
不
可
逆
的
若
し
く
は
不
治
の
疾
患

（enferm
edad

）
を
患
う
場
合
又
は
終
末
期
に
あ
る
若
し
く
は
同
等
の
状
況
と
な
る
傷
害
（lesión

）
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
回
復
の
見

込
み
と
比
較
し
て
並
外
れ
た
若
し
く
は
不
釣
合
な
も
の
で
あ
る
と
き
又
は
そ
れ
ら
が
過
度
の
苦
痛
を
生
じ
さ
せ
る
と
き
若
し
く
は
不
可
逆

的
か
つ
不
治
の
終
末
期
に
お
け
る
延
命
を
唯
一
の
効
果
と
し
て
持
つ
と
き
に
、
外
科
的
処
置
、
水
分
、
栄
養
若
し
く
は
人
工
蘇
生
の
処
置

を
拒
否
す
る
権
利
又
は
生
命
維
持
措
置
の
取
り
外
し
へ
の
権
利
」、
お
よ
び
、
⒣
「
疾
患
又
は
罹
病
の
ケ
ア
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
完
全

な
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
を
受
け
る
権
利
」
で
あ
る
。
右
の
列
挙
事
項
は
、
⒜
な
い
し
⒡
に
つ
い
て
は
患
者
法
五
条
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
）
23
（

る
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が
、
⒢
お
よ
び
⒣
は
、
民
商
法
典
に
お
い
て
新
し
く
追
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
医
療
行
為
を
承
諾
す
る
権
利
の
裏
面
に
は
、
こ
れ
を
拒
否
す
る
権
利
が
あ
る
。
⒢
は
、
後
者
の
権
利
を
明
文
化
し
た
規
定
で
あ
り
、
⒢

に
基
づ
く
治
療
拒
否
の
延
長
線
上
に
⒣
所
定
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
を
受
け
る
権
利
が
あ
）
24
（
る
。
尊
厳
死
の
権
利
は
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
を
受

け
る
権
利
と
表
裏
一
体
と
な
っ
て
保
障
さ
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
次
に
、
患
者
に
与
え
ら
れ
る
べ
き
情
報
の
質
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ま
ず
、
患
者
の
理
解
を
容
易
に
す
る
よ
う
な
「
明
白
」
な
情
報
で
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
必
要
不
可
欠
か
つ
具
体
的
な
デ
ー
タ
を
含
め
た
「
正
確
」
な
情
報
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
）
25
（
い
。「
適
し
た
」
情
報
と
は
、

主
観
的
・
客
観
的
、
量
的
・
質
的
お
よ
び
時
間
的
な
側
面
で
考
え
ら
れ
る
も
の
で
、
健
康
状
態
を
認
識
す
る
こ
と
や
、
承
諾
を
得
る
こ
と
、

積
極
的
な
協
同
を
得
る
こ
と
と
い
っ
た
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
目
的
に
即
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
）
26
（
い
。

2
　
患
者
の
承
諾
能
力

　
承
諾
能
力
に
つ
い
て
は
、
条
文
の
構
造
上
、
患
者
本
人
が
い
か
な
る
状
態
に
あ
る
場
合
に
こ
れ
が
な
い
と
さ
れ
る
の
か
と
い
う
観
点
か

ら
の
検
討
を
要
す
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
民
商
法
典
五
九
条
四
項
は
、
①
患
者
本
人
の
意
思
表
示
が
絶
対
的
に
不
可
能
で
あ
り
、
②
事

前
の
意
思
表
示
が
な
か
っ
た
場
合
、
③
同
人
の
生
命
又
は
健
康
（salud

）
に
つ
い
て
重
症
（m

al grave

）
と
な
る
確
実
か
つ
差
し
迫
っ
た

リ
ス
ク
を
伴
う
緊
急
（em

ergencia

）
の
状
況
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
第
三
者
が
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
を
代
行
す
る
こ
と
を

定
め
る
。

　
も
っ
と
も
、
こ
の
前
提
と
し
て
、
未
成
年
者
、
そ
し
て
限
定
能
力
者
（persona con capacidad restringida

）
お
よ
び
無
能
力
者

（persona con incapacidad

）

―
い
わ
ゆ
る
成
年
後
見
制
度
の
対
象
者

―
は
、
医
療
行
為
に
関
す
る
意
思
決
定
に
つ
い
て
、
別
段
の
定

め
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
事
理
弁
識
能
力
が
不
十
分
で
あ
る
と
さ
れ
る
未
成
年
者
と
成
年
者
の
類
型
に
つ
い
て
述
べ
た
後
で
、

承
諾
能
力
が
な
い
と
さ
れ
る
者
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
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⑴
　
未
成
年
者

　
民
商
法
典
に
お
け
る
未
成
年
者
と
は
一
八
歳
未
満
の
者
を
い
い
（
二
五
条
一
項
）、
そ
の
中
で
一
三
歳
以
上
の
者
は
、「
青
年
（adoles-

centes
）」
と
い
う
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
区
分
さ
れ
る
（
同
条
二
項
）。
民
商
法
典
二
六
条
は
、
未
成
年
者
が
自
ら
の
身
体
に
関
す
る
決
定
に
参
加

す
る
権
利
を
有
す
る
（
同
条
二
項
）
と
し
た
上
で
、
医
療
行
為
に
関
し
て
は
、
一
六
歳
と
い
う
年
齢
を
基
準
に
別
の
取
扱
い
を
設
け
た
。

　
一
三
歳
以
上
一
六
歳
未
満
の
未
成
年
者
（
青
年
）
は
、「
非
侵
襲
的
で
、
健
康
状
態
を
危
う
く
せ
ず
、
そ
の
生
活
又
は
身
体
的
完
全
性

に
重
大
な
危
険
を
生
じ
さ
せ
な
い
治
療
に
関
し
て
」
単
独
で
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
推
定
さ
れ
る
（
同
条
四
項
）。「
健
康
状
態
を
危

う
く
す
る
侵
襲
的
な
治
療
の
場
合
又
は
完
全
性
若
し
く
は
生
活
が
重
大
な
危
険
に
あ
る
場
合
、
青
年
は
、
同
人
の
父
母
（progenitores

）

の
援
助
を
伴
っ
て
承
諾
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
」
ず
、
紛
争
が
あ
る
場
合
は
、「
医
療
行
為
を
す
る
か
し
な
い
か
の
状
況
に
関
す
る
医
学
的

意
見
に
基
づ
い
て
、
最
善
の
利
益
を
考
慮
し
て
解
決
さ
れ
る
」（
同
条
五
項
）。

　
一
六
歳
以
上
の
青
年
に
つ
い
て
は
、「
そ
の
身
体
の
養
護
に
関
す
る
決
定
に
つ
き
、
成
年
者
と
み
な
さ
れ
る
」（
同
条
六
項
）。

　
こ
の
よ
う
に
、
民
商
法
典
に
お
い
て
は
、
未
成
年
者
の
行
為
能
力
と
医
療
行
為
の
た
め
の
能
力
に
つ
い
て
、
前
者
が
年
齢
と
成
熟
度
の

二
重
の
基
準
で
評
価
さ
れ
）
27
（
る
の
に
対
し
、
後
者
は
、
一
三
歳
と
一
六
歳
と
い
う
年
齢
の
み
を
基
準
と
し
て
、
医
療
行
為
の
侵
襲
性
や
リ
ス

ク
に
応
じ
た
差
異
を
設
け
て
い
る
点
に
相
違
が
み
ら
れ
る
。

　
⑵
　
成
年
者

　
民
商
法
典
に
お
け
る
、
い
わ
ゆ
る
成
年
後
見
制
度
の
対
象
と
な
る
者
は
、
限
定
能
力
者
と
無
能
力
者
の
二
類
型
に
分
け
ら
れ
、
前
者
に

は
支
援
人
が
、
後
者
に
は
保
佐
人
が
選
任
さ
れ
）
28
（

る
。
も
っ
と
も
、「
無
能
力
・
保
佐
」
は
、
本
人
が
昏
睡
状
態
に
あ
る
等
例
外
的
な
場
合

に
の
み
開
始
さ
れ
る
例
外
的
な
類
型
で
あ
る
た
め
、
同
制
度
に
お
け
る
被
保
護
者
と
は
、
基
本
的
に
は
限
定
能
力
者
で
あ
る
と
い
え
る
。

成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
、「
限
定
能
力
・
支
援
」
を
基
軸
と
し
た
制
度
設
計
は
、
民
商
法
典
に
お
い
て
初
め
て
な
さ
れ
、
障
害
者
権
利

条
約
一
二
条
が
求
め
る
「
意
思
決
定
支
援
」
へ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
転
換
に
対
応
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
）
29
（

る
。
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民
商
法
典
三
一
条
⒟
は
、
限
定
能
力
者
は
、「
理
解
の
た
め
に
適
し
た
手
段
及
び
科
学
技
術
を
通
じ
て
情
報
を
受
け
取
る
権
利
を
有
す

る
」
と
い
う
一
般
ル
ー
ル
を
定
め
る
。
も
っ
と
も
、
限
定
能
力
お
よ
び
無
能
力
は
、
行
為
能
力
に
関
す
る
制
度
で
あ
る
以
上
、
能
力
制
限

は
基
本
的
に
法
律
行
為
に
及
ぶ
。
限
定
能
力
者
に
対
す
る
行
為
能
力
の
制
限
が
な
さ
れ
る
場
合
、
そ
れ
は
可
及
的
に
狭
い
範
囲
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
一
身
専
属
的
な
行
為
に
関
し
て
は
、
裁
判
官
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
明
示
的
な
限
定
を
除
き
、
本
人
は
能
力

を
保
有
し
て
い
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
）
30
（

る
。

　
裁
判
例
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
、
国
家
控
訴
裁
判
所
民
事
部
Ｈ
小
法
廷
二
〇
一
六
年
八
月
三
日
判
決
で
は
、
本
人
Ｂ
Ｂ
の
限
定
能
力
と

支
援
人
の
選
任
を
決
定
す
る
に
あ
た
り
、
当
該
支
援
人
に
付
与
さ
れ
る
代
理
権
の
範
囲
に
、
財
産
処
分
行
為
お
よ
び
管
理
行
為
や
所
得
の

管
理
と
い
っ
た
財
産
管
理
に
加
え
、「
複
雑
な
法
律
行
為
」
と
し
て
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
を
含
め
た
。
第
一
審
で
は
、
す
べ

て
の
財
産
管
理
行
為
お
よ
び
処
分
行
為
に
つ
い
て
支
援
人
が
選
任
さ
れ
、
こ
れ
に
つ
い
て
、
控
訴
裁
判
所
が
一
部
変
更
し
た
事
案
で
あ
）
31
（
る
。

　「
精
神
保
健
の
保
護
の
権
利
に
関
す
る
法
律
第
二
六
六
五
七
号
（Ley 26.657 D

erecho a la Protección de la Salud M
ental

）」（
以
下
、

「
精
神
保
健
法
」）
七
条
は
、
国
家
が
精
神
疾
患
の
あ
る
者
に
対
し
て
認
め
る
一
六
の
権
利
を
列
挙
す
る
。
そ
の
中
で
、「
そ
の
配
慮
の
た
め

の
選
択
肢
を
含
め
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
に
関
す
る
諸
規
範
に
従
い
、
有
す
る
権
利
並
び
に
同
人
の
健
康
及
び
処
置
に
関
す

る
す
べ
て
の
こ
と
に
つ
い
て
、
適
切
か
つ
理
解
で
き
る
方
法
で
情
報
提
供
さ
れ
る
権
利
」
を
定
め
、
患
者
が
理
解
で
き
な
い
場
合
に
は
、

そ
の
親
族
、
後
見
人
ま
た
は
法
定
代
理
人
に
通
知
さ
れ
る
（
同
条
⒥
）。
か
か
る
規
定
は
、
限
定
能
力
ま
た
は
無
能
力
の
宣
告
を
さ
れ
て

い
る
か
否
か
を
問
わ
ず
、
精
神
疾
患
者
全
般
に
適
用
さ
れ
）
32
（

る
。
ま
た
、
患
者
本
人
の
「
可
能
な
範
囲
で
、
同
人
の
配
慮
及
び
処
置
に
関
す

る
意
思
決
定
を
す
る
権
利
」
を
有
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
る
（
同
条
⒦
）。

　
⑶
　
承
諾
能
力
が
な
い
と
さ
れ
る
者

　
⑵
に
示
し
た
よ
う
に
、
限
定
能
力
お
よ
び
無
能
力
は
行
為
能
力
に
か
か
わ
る
制
度
で
あ
る
た
め
、
原
則
と
し
て
そ
れ
自
体
で
身
上
に
関

す
る
意
思
決
定
は
制
限
さ
れ
な
い
が
、
支
援
人
選
任
の
際
に
、
裁
判
所
で
当
該
支
援
人
に
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
を
行
う
権
限
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が
付
与
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
精
神
保
健
法
で
は
、
理
解
で
き
る
場
合
と
い
う
留
保
付
き
で
情
報
提
供
や
自
己
決
定
が
権
利
と
し
て
認
め

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
基
準
は
明
確
に
さ
れ
て
い
な
い
。

　
そ
れ
で
は
、
患
者
法
お
よ
び
民
商
法
典
で
は
、
い
か
な
る
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
か
。
ま
ず
、
患
者
法
は
、
①
患
者
が
無
能
力
の

場
合
、
ま
た
は
、
②
身
体
的
も
し
く
は
精
神
的
状
態
が
原
因
で
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
（
同
法

六
条
二
項
）
に
、
患
者
の
承
諾
能
力
を
否
定
す
る
。
患
者
法
の
施
行
規
則
で
あ
る
デ
ク
レ
ト
は
、
患
者
が
、
①
主
治
医
の
判
断
（criterio 

del profesional tratante
）
に
従
っ
て
意
思
決
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
②
身
体
的
も
し
く
は
精
神
的
状
態
に
よ
っ
て
自
ら
の
状

況
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
（
以
上
、
デ
ク
レ
ト
五
条
二
項
）、
③
無
能
力
者
の
場
合
、
ま
た
は
、
④
未
成
年
者
の
場
合
（
以
上
、

同
条
三
項
）
と
す
る
。

　
一
方
、
民
商
法
典
は
、
患
者
の
「
意
思
表
示
が
絶
対
的
に
不
可
能
な
状
態
」
に
あ
る
場
合
で
あ
る
（
以
下
、「
意
思
表
示
の
絶
対
的
不
可
能

性
」
と
も
呼
称
す
る
）。

　
患
者
法
お
よ
び
デ
ク
レ
ト
と
民
商
法
典
と
の
相
違
は
、
第
一
に
、
無
能
力
者
で
あ
る
と
い
う
行
為
能
力
に
係
る
司
法
手
続
の
結
果
が
、

そ
の
ま
ま
患
者
の
承
諾
能
力
の
有
無
に
結
び
付
く
か
否
か
と
い
う
点
と
、
第
二
に
、
司
法
上
無
能
力
で
は
な
い
も
の
の
、
患
者
が
事
実
上

の
無
能
力
の
状
態
に
あ
る
場
合
に
、
そ
れ
を
決
定
す
る
基
準
に
求
め
ら
れ
る
。

　
一
点
目
に
つ
い
て
、
患
者
法
お
よ
び
デ
ク
レ
ト
よ
れ
ば
、
患
者
が
被
保
佐
人
で
あ
る
場
合
に
は
、
承
諾
能
力
を
持
た
な
い
者
と
し
て
、

そ
の
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
を
第
三
者
が
代
行
す
る
こ
と
に
な
る
。
旧
民
法
典
で
は
、
無
能
力
者
と
は
、
胎
児
、
一
四
歳
未
満

の
未
成
年
者
（m

enores im
púberes

）、
心
神
喪
失
者
お
よ
び
書
面
で
意
思
表
示
で
き
な
い
聾
啞
者
と
さ
れ
て
い
た
（
旧
民
法
典
五
四
条
）。

旧
民
法
典
で
は
、
一
四
歳
以
上
の
未
成
年
者
（m

enores adultos

）
は
、「
法
律
が
認
め
る
行
為
の
た
め
の
能
力
を
有
す
る
」（
旧
民
法
典
五

五
条
）
と
し
て
、
一
四
歳
未
満
の
未
成
年
者
と
は
区
別
さ
れ
て
い
た
。
も
っ
と
も
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
文
脈
で
は
、
多

く
の
場
合
に
、
一
四
歳
以
上
の
未
成
年
者
に
つ
い
て
も
、
右
の
四
者
と
同
様
の
取
り
扱
い
で
あ
っ
た
と
解
さ
れ
て
い
）
33
（

る
。
他
方
、
民
商
法
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典
に
お
け
る
無
能
力
者
と
は
、
胎
児
、
未
成
年
者
お
よ
び
無
能
力
者
（
た
だ
し
、
そ
の
決
定
で
定
め
ら
れ
た
範
囲
に
お
い
て
の
み
無
能
力
と
な

る
）
で
あ
る
（
民
商
法
典
二
四
条
）。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
患
者
法
お
よ
び
デ
ク
レ
ト
の
構
造
で
は
、
民
法
上
の
行
為
能
力
が
な
い
と
さ
れ

た
場
合
に
は
、
承
諾
能
力
も
な
い
と
さ
れ
る
。

　
民
商
法
典
五
九
条
は
、
承
諾
能
力
に
つ
い
て
、
意
思
表
示
の
絶
対
的
不
可
能
性
に
基
づ
い
て
判
断
す
る
こ
と
と
し
、
行
為
能
力
へ
の
言

及
が
な
い
た
め
、
両
者
の
直
接
的
な
結
び
付
き
を
切
断
し
た
も
の
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
民
商
法
典
の
前
提
は
、
患

者
が
、
医
師
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
る
情
報
を
理
解
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
意
思
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
意
思
を
伝
え
る
こ
と
が
で

き
る
場
合
に
は
、
患
者
は
「
代
理
人
」
の
関
与
な
く
し
て
、
医
療
行
為
を
単
独
で
承
諾
す
る
こ
と
に
つ
き
「
適
格
で
あ
る

（com
pete

）
34
（nte

）」。

　
も
っ
と
も
、
間
接
的
な
結
び
付
き
は
存
す
る
だ
ろ
う
。
民
商
法
典
三
二
条
四
項
に
よ
れ
ば
、
裁
判
官
が
無
能
力
宣
告
を
し
、
保
佐
人
を

選
任
す
る
場
合
と
は
、「
例
外
的
に
、
人
が
そ
の
環
境
と
の
相
互
作
用
及
び
い
か
な
る
形
態
、
手
段
又
は
様
式
に
よ
っ
て
も
意
思
表
示
が

絶
対
的
に
不
可
能
な
状
態
に
な
り
、
か
つ
支
援
制
度
が
役
に
立
た
な
い
場
合
」
で
あ
る
。
行
為
能
力
概
念
と
し
て
の
無
能
力
を
判
断
す
る

民
商
法
典
三
二
条
四
項
の
文
言
と
、
承
諾
能
力
を
判
断
す
る
五
九
条
四
項
の
文
言
と
を
比
較
す
る
と
、
と
も
に
意
思
表
示
の
絶
対
的
不
可

能
性
を
基
準
と
し
て
い
る
こ
と
が
自
明
で
あ
る
。
専
ら
財
産
取
引
を
対
象
と
す
る
行
為
能
力
と
、
身
上
に
関
す
る
判
断
能
力
で
あ
る
承
諾

能
力
と
は
、
そ
の
不
十
分
性
の
観
点
で
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
ベ
ン
図
の
重
な
り
合
う
範
囲
で
一
致
す
る
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ

こ
で
は
、
両
者
が
、
文
言
上
同
一
の
基
準
を
用
い
る
と
し
て
も
、
等
号
で
結
ば
れ
て
い
な
い
点
に
留
意
し
た
い
。

　
二
点
目
に
つ
い
て
、
患
者
が
行
為
能
力
に
つ
い
て
何
ら
の
司
法
手
続
も
踏
ん
で
い
な
い
状
態
、
す
な
わ
ち
、
患
者
は
無
能
力
で
は
な
い

が
、
実
際
に
は
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
が
で
き
な
い
状
態
に
あ
る
場
合
、
そ
の
承
諾
能
力
の
有
無
に
つ
い
て
、
デ
ク
レ
ト
は
、

主
治
医
の
判
断
で
決
定
す
る
こ
と
を
定
め
る
。
一
方
、
民
商
法
典
で
は
、
意
思
表
示
の
絶
対
的
不
可
能
性
を
決
定
す
る
基
準
は
規
定
さ
れ

て
い
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
デ
ク
レ
ト
の
基
準
は
、
現
在
も
有
効
で
あ
る
と
す
る
見
解
が
あ
）
35
（
る
。
ま
た
、
本
来
、
不
可
能
性
と
は
常
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に
絶
対
的
な
も
の
で
あ
る
以
上
、「
絶
対
的
に
不
可
能
な
状
態
」
と
い
う
文
言
は
冗
長
的
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、
か
か
る
文
言
に
、
断

定
的
か
つ
決
定
的
な
不
可
能
性
、
す
な
わ
ち
、
疑
念
を
生
じ
さ
せ
な
い
程
度
の
不
可
能
性
を
含
意
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
立
法
担
当
者

の
意
図
を
読
み
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
、「
絶
対
的
」
が
有
す
る
性
質
を
、
患
者
が
そ
の
意
思
を
表
示
で
き
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
医
師
の

行
為
義
務
と
す
る
見
解
が
あ
）
36
（
る
。
こ
れ
に
対
す
る
否
定
的
な
見
解
は
、
日
常
的
な
医
学
的
実
践
あ
る
い
は
ル
ー
テ
ィ
ン
的
な
医
療
行
為
に

つ
い
て
ま
で
も
第
三
者
に
よ
る
承
諾
の
代
行
を
過
度
に
制
約
す
る
結
果
に
な
る
と
し
て
、
民
商
法
典
の
規
定
を
批
判
す
）
37
（

る
。

　
民
商
法
典
の
規
定
が
有
す
る
抽
象
性
を
い
か
に
解
釈
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
患
者
法
と
の
抵
触
の
問
題
も
含
め
、
学
説
の
議
論
お
よ
び

裁
判
例
の
蓄
積
を
待
つ
よ
り
ほ
か
は
な
い
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
法
体
系
に
お
い
て
は
、
憲
法
七
五
条
二
二
号
に
よ
り
、
児
童
の
権
利
条
約

お
よ
び
障
害
者
権
利
条
約
等
の
人
権
条
約
が
憲
法
と
同
格
の
地
位
を
有
す
る
と
い
う
特
徴
が
あ
）
38
（
る
。
現
時
点
の
私
見
と
し
て
は
、
民
商
法

典
が
こ
れ
ら
の
人
権
条
約
に
適
合
的
と
な
る
よ
う
起
草
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
意
思
表
示
の
絶
対
的
不
可
能
性
と
い
う
基
準
を
設
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
意
思
決
定
の
代
行
の
場
面
を
可
及
的
に
縮
小
し
た
も
の
と
理
解
す
る
に
と
ど
ま
る
。

㈢
　
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
効
果

　
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
は
、
患
者
の
身
体
に
対
す
る
侵
害
た
る
医
療
行
為
の
正
当
化
事
由
で
あ
り
、
ま
た
、
医
師
が
こ
れ
を

取
得
し
な
か
っ
た
場
合
に
責
任
を
生
じ
さ
せ
る
た
め
、
医
師
は
、
そ
の
取
得
に
関
す
る
立
証
責
任
を
負
）
39
（
う
。
も
ち
ろ
ん
、
承
諾
の
前
提
で

あ
る
情
報
提
供
義
務
に
つ
い
て
、
患
者
に
十
分
な
説
明
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
で
医
師
の
民
事
責
任
を
構
成
せ
ず
、
発

生
し
た
損
害
と
の
間
に
因
果
関
係
が
存
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
（
民
商
法
典
一
七
三
六
条
お
よ
び
一
七
二
六
条
）。
す
な
わ
ち
、
十
分
な
情

報
提
供
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
に
よ
り
、
患
者
が
他
の
治
療
を
選
択
す
る
現
実
の
可
能
性
を
奪
わ
れ
た
場
合
に
、
適
切
に
情
報

提
供
を
し
な
か
っ
た
医
師
の
民
事
責
任
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
）
40
（

る
。

　
例
え
ば
、
国
家
控
訴
裁
判
所
民
事
部
Ｂ
小
法
廷
二
〇
一
六
年
三
月
一
六
日
判
）
41
（
決
は
、
レ
ー
シ
ッ
ク
手
術
に
よ
る
後
遺
症
に
つ
い
て
、
手
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術
自
体
は
何
ら
問
題
な
く
適
正
に
行
わ
れ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
原
審
に
お
い
て
こ
れ
を
理
由
に
請
求
棄
却
さ
れ
、
こ
れ
に
対
す
る
控
訴

審
に
お
い
て
、
専
ら
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
が
争
点
と
な
っ
た
事
案
で
あ
る
。
本
事
案
に
お
け
る
国
家
控
訴
裁
判
所
に
よ
る
判

示
の
概
略
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
医
師
の
義
務
と
は
、「
患
者
の
身
体
に
つ
い
て
行
う
業
務
に
関
し
て
勤
勉
に
活
動
す
る
こ
と
」
お
よ

び
「
十
分
な
情
報
を
患
者
に
提
供
し
、
提
案
さ
れ
た
実
践
に
対
応
す
る
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
を
取
得
す
る
義
務
を
履
行
す
る

こ
と
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
本
件
に
お
け
る
外
科
的
治
療
が
勤
勉
な
活
動
で
あ
っ
た
こ
と
自
体
は
争
わ
れ
て
お
ら
ず
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム

ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
取
得
が
あ
っ
た
か
否
か
が
検
討
さ
れ
た
。「
医
師
は
そ
の
手
術
で
起
こ
り
得
る
リ
ス
ク
や
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
の
説

明
を
せ
ず
に
患
者
に
対
し
て
い
か
な
る
介
入
も
行
っ
て
は
な
ら
な
い
」。
当
該
医
療
行
為
を
受
け
る
患
者
自
身
が
意
思
決
定
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
然
る
べ
く
説
明
す
る
必
要
が
あ
り
、「
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
は
、
身
体
の
処
分
と
い
う
患
者
の
不
可
侵

の
権
利
で
あ
り
、
す
な
わ
ち
自
己
決
定
」
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
最
も
価
値
の
高
い
人
格
権
の
行
使
に
か
か
わ
る
問
題
で
あ
る
。

「
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
は
、
医
師
・
患
者
関
係
の
基
本
的
な
一
部
を
構
成
す
る
」
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
有
無
は
、
医
療
に

お
け
る
リ
ス
ク
の
分
配
に
お
い
て
重
要
と
な
る
。「
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
欠
如
」
は
、
患
者
が
「
外
科
手
術
を
受
け
る
か

あ
る
い
は
こ
れ
を
拒
否
す
る
か
」
と
い
う
基
本
的
な
選
択
を
為
す
こ
と
を
妨
げ
、「
医
療
行
為
を
違
法
と
す
る
た
め
」、
医
師
は
そ
れ
に

よ
っ
て
「
生
じ
た
悪
し
き
結
果
の
責
任
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」。
こ
れ
は
、
自
ら
の
義
務
懈
怠
に
よ
っ
て
、「
手
術
の
リ
ス
ク
に
単

独
で
直
面
す
る
こ
と
を
決
め
た
の
は
、
医
師
自
身
だ
か
ら
で
あ
る
」。
し
た
が
っ
て
、「
遺
憾
な
症
状
が
発
現
す
る
可
能
性
」
が
き
わ
め
て

低
い
と
し
て
も
、
医
師
は
、「
実
施
さ
れ
た
外
科
手
術
に
よ
っ
て
〔
生
じ
た
〕
説
明
さ
れ
て
い
な
い
リ
ス
ク
を
引
き
受
け
」、
生
じ
た
す
べ

て
の
損
害
を
賠
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
欠
如
は
自
己
決
定
権
侵
害
で
あ
り
、
患

者
が
治
療
の
選
択
機
会
を
失
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
当
該
医
療
行
為
は
違
法
行
為
と
な
る
と
し
て
、
財
産
的
損
害
に
基
づ
く
賠
償
額
二
五
万

ペ
ソ
（
約
一
八
七
万
円
）
を
認
容
し
た
。
さ
ら
に
、
精
神
的
損
害
（daño m

oral
）
と
は
、「
生
活
に
お
け
る
平
穏
及
び
通
常
の
リ
ズ
ム
が

妨
害
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
、
感
情
（sentim

ientos

）
又
は
正
当
な
愛
情
（afecciones legítim

as

）
へ
の
傷
害
（lesión

）」
で
あ
り
、「
感
じ
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（sentir

）、
欲
し
（querer

）
及
び
理
解
す
る
（entender

）
た
め
の
個
人
の
能
力
に
お
い
て
、
不
都
合
な
変
化
」
を
も
た
ら
す
も
の
を
い
う

と
し
た
上
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
慰
謝
料
額
五
万
ペ
ソ
（
約
三
七
万
四
千
円
）
の
支
払
い
を
命
じ
）
42
（

た
。
も
っ
と
も
、
本
件
は
二
〇
一
五
年
施

行
の
民
商
法
典
の
適
用
が
な
か
っ
た
事
案
で
あ
る
。
本
事
案
の
紹
介
を
通
じ
て
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
法
に
お
い
て
、
医
師
の
説
明
義
務
違

反
が
損
害
賠
償
の
問
題
と
し
て
処
理
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
際
の
法
律
構
成
や
、
さ
ら
に
は
民
商
法
典

適
用
後
の
実
務
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
個
別
の
分
析
を
要
す
る
。

㈣
　
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
様
式
・
撤
回
・
例
外

　
民
商
法
典
五
九
条
は
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
を
な
す
際
の
様
式
に
つ
い
て
定
め
て
い
な
い
。
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
民

商
法
典
施
行
後
も
患
者
法
は
有
効
な
ま
ま
で
あ
る
た
め
、
こ
の
点
つ
い
て
は
、
患
者
法
七
条
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
と
解
さ
れ
て
い
）
43
（

る
。

同
条
に
よ
れ
ば
、
承
諾
は
、
原
則
と
し
て
口
頭
で
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
例
外
と
し
て
、
入
院
、
外
科
手
術
、
侵
襲
的
な
診
断

お
よ
び
治
療
、
人
に
対
す
る
予
防
法
お
よ
び
治
療
法
の
研
究
に
お
い
て
リ
ス
ク
を
伴
う
処
置
、
撤
回
、
な
ら
び
に
尊
厳
死
に
関
し
て
は
、

書
面
に
よ
っ
て
な
さ
れ
、
署
名
が
必
要
と
な
る
。

　
い
つ
で
も
撤
回
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
基
本
原
則
に
つ
い
て
、
民
商
法
典
五
九
条
に
は
規
定
が
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
五
五
条

が
定
め
る
一
身
専
属
権
の
処
分
に
関
す
る
一
般
ル
ー
ル
か
ら
導
出
す
る
こ
と
が
で
き
、
身
体
に
関
す
る
処
分
行
為
を
規
定
す
る
五
六
条
に

つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
と
さ
れ
）
44
（
る
。
ま
た
、
患
者
法
一
〇
条
の
規
定
に
は
、
撤
回
に
つ
い
て
規
定
が
あ
る
。

　
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
は
、
医
療
行
為
の
正
当
性
を
担
保
す
る
と
と
も
に
、
患
者
の
自
己
決
定
権
ま
た
は
自
律
を
保
障
す
る

機
能
を
有
す
る
。
も
っ
と
も
、
後
者
は
、
無
限
に
許
容
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
を
省
略
で
き
る
例
外

的
な
場
合
と
し
て
、
第
一
に
、
承
諾
を
代
行
す
る
者
が
い
な
い
状
況
で
、
医
師
の
処
置
が
「
緊
急
（urgente

）」
か
つ
患
者
が
重
症
（m

al 

grave

）
と
な
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
で
あ
る
場
合
、
第
二
に
、
公
衆
衛
生
上
の
重
大
な
危
機
が
存
す
る
場
合
に
、
医
師
は
、
イ
ン
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フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
を
取
得
せ
ず
に
、
医
療
行
為
に
及
ぶ
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
（
患
者
法
九
条
）。

四
　
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
法
に
お
け
る
人
格
権

―
法
的
性
質
と
し
て
の
相
対
的
処
分

　
不
可
能
性
に
着
目
し
て

㈠
　
序
　
説

　
前
章
で
考
察
し
た
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
に
関
す
る
条
文
は
、
民
商
法
典
の
「
第
一
編
　
自
然
人
　
第
三
章
　
人
格
権
及
び

一
身
専
属
的
行
為
」
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
は
、
民
商
法
典
以
前
の
旧
民
法
典
に
お
い
て
、
人
格
権
は
こ

の
よ
う
な
か
た
ち
で
正
面
か
ら
定
め
ら
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。

　
旧
民
法
典
の
起
草
者
で
あ
る
ダ
ル
マ
シ
オ
・
ベ
レ
ス
・
サ
ル
ス
フ
ィ
エ
ル
ド
は
、
無
体
物
が
財
産
と
な
り
得
る
こ
と
を
定
め
る
同
法
典

二
三
一
二
条
に
次
の
よ
う
な
注
釈
（n

）
46
）（
45
（ota

）
を
付
し
て
い
る
。

権
利
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
そ
し
て
、
財
産
で
な
い
最
も
重
要
な
権
利
、
す
な
わ
ち
自
由
、
名
誉
、
身
体
、
親
権
等
と
い
っ
た
、
属
す
る
個
人
の
存
在

に
そ
の
源
を
有
す
る
あ
る
権
利
が
あ
る
。
む
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
個
人
的
権
利
の
侵
害
は
、
財
産
と
し
て
賠
償
の
理
由
と
な
り
得
る
。
し
か
し
、
訴
権

（acción

）
に
お
い
て
は
個
人
的
な
〔
権
利
〕
で
は
な
い
。
債
権
に
お
い
て
解
決
さ
れ
る
外
在
的
な
財
産
で
あ
る
。
そ
し
て
、
個
人
的
権
利
が
財
産
の

事
由
ま
た
は
原
因
と
な
り
得
る
の
で
あ
れ
ば
、〔
個
人
的
権
利
は
〕
そ
れ
自
体
で
法
律
上
の
財
産
を
構
成
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
…
）
47
（

…

　
こ
の
よ
う
に
、
ベ
レ
ス
は
、
旧
民
法
典
の
起
草
当
時
か
ら
、
今
日
多
く
の
人
権
条
約
の
柱
と
な
っ
て
い
る
自
由
、
名
誉
、
身
体
お
よ
び
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親
権
を
「
権
利
」
と
呼
称
し
た
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
ら
の
権
利
に
対
す
る
侵
害
が
、
被
害
者
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
の
対
象
と
な
る
こ
と

も
認
め
て
い
）
48
（

た
。
し
か
し
、
人
格
権
は
、
民
商
法
典
の
よ
う
に
、「
自
然
人
」
の
編
に
お
い
て
一
章
を
設
け
る
よ
う
な
か
た
ち
で
規
定
さ

れ
る
こ
と
は
な
く
、
専
ら
不
法
行
為
法
に
よ
る
救
済
の
対
象
で
あ
っ
た
。

　
民
商
法
典
に
お
い
て
人
格
権
に
関
す
る
規
定
が
設
け
ら
れ
た
理
由
は
、
二
つ
に
大
別
で
き
る
。
ま
ず
一
点
目
と
し
て
は
、
私
法
の
憲
法

化
（constitucionalización del derecho privado

）
あ
る
い
は
民
法
の
憲
法
化
（constitucionalización del derecho civil

）
の
影
響
が
挙
げ

ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
人
権
条
約
を
憲
法
と
同
等
の
地
位
に
位
置
づ
け
る
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
憲
法
七
五
条
二
二
号
と
、
民
商
法
典
の
適
用
と
解

釈
と
が
憲
法
お
よ
び
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
が
締
約
国
と
な
っ
て
い
る
人
権
条
約
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
定
め
る
民
商

法
典
一
条
お
よ
び
二
条
と
に
よ
る
。
民
商
法
典
の
草
案
（Anteproyecto

）
に
付
さ
れ
た
理
由
書
（Fundam

entos

）
で
は
、「
私
法
の
憲
法

化
」
に
つ
い
て
、
既
存
の
法
典
の
大
部
分
が
公
法
と
私
法
と
の
断
定
的
な
分
裂
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
捉
え
て
、
草
案
が
、
一
般

の
条
約
、
特
に
人
権
条
約
と
、
憲
法
ブ
ロ
ッ
ク
全
体
で
認
め
ら
れ
た
権
利
に
留
意
し
、
学
説
の
大
部
分
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
憲
法
・
公

法
・
私
法
を
貫
く
原
則
の
共
通
性
を
確
立
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
民
商
法
典
に
お
け
る
人
格
権
規
定
と
は
、
憲
法

お
よ
び
人
権
条
約
上
の
人
権
を
私
法
領
域
に
反
映
さ
せ
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
）
49
（
る
。
こ
の
よ
う
に
、
民
法
の
憲
法
化
に
よ
る
最
も
大
き
な

影
響
を
受
け
た
領
域
の
一
つ
が
人
格
権
で
あ
）
50
（

る
。

　
二
点
目
は
、
学
説
の
議
論
と
、
そ
の
成
果
と
し
て
の
旧
民
法
典
改
正
法
案
で
あ
る
。
旧
民
法
典
で
は
、
一
九
七
五
年
法
律
第
二
一
一
七

三
号
に
よ
る
改
正
を
通
じ
て
、
私
生
活
の
内
密
性
に
か
か
わ
る
権
利
を
定
め
る
一
〇
七
一
条
の
二
が
新
設
さ
れ
た
。
特
別
法
に
目
を
転
じ

る
と
、
一
九
三
三
年
に
「
知
的
所
有
権
の
法
制
度
に
関
す
る
法
律
第
一
一
七
二
三
号
（Ley 11.723 Régim

en Legal de la Propiedad 

Intelectual

）」
三
一
条
な
い
し
三
五
条
に
お
い
て
、
肖
像
権
が
規
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
一
九
九
三
年
臓
器
移
植
法
、
二
〇
〇
〇
年
「
個

人
情
報
保
護
法
（Ley 25.326 Protección de los D

atos Personales

）」、
二
〇
〇
九
年
患
者
法
、
二
〇
一
〇
年
精
神
保
健
法
、
二
〇
一
二
年

「
性
自
認
の
権
利
に
関
す
る
法
律
第
二
六
七
四
三
号
（Ley 26.743 Establécese el D

erecho a la Identidad de G
énero de las Personas

）」
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等
と
い
っ
た
、
個
別
の
人
格
権
に
関
す
る
立
法
が
な
さ
れ
た
。

　
特
別
法
を
通
じ
て
人
格
権
保
護
が
整
備
さ
れ
て
い
く
一
方
で
、
こ
の
よ
う
な
立
法
状
況
は
秩
序
や
一
貫
性
に
欠
け
る
と
考
え
ら
れ
、
学

説
で
は
、
人
格
権
に
関
す
る
完
全
か
つ
体
系
的
な
枠
組
み
を
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
法
に
取
り
入
れ
る
必
要
性
が
主
張
さ
れ
た
と
い
）
51
（
う
。
こ
う
し

た
主
張
は
、
旧
民
法
典
改
正
法
案
で
あ
る
一
九
九
三
年
法
案
に
お
い
て
具
体
化
さ
れ
、
一
九
九
八
年
法
案
に
引
き
継
が
れ
た
。
も
っ
と
も
、

こ
れ
ら
の
法
案
は
成
立
し
な
か
っ
た
た
め
、
旧
民
法
典
に
お
い
て
人
格
権
を
体
系
化
す
る
構
想
は
実
現
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

民
商
法
典
の
草
案
に
は
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
そ
の
意
味
で
、
人
格
権
は
ま
さ
に
、
旧
民
法
典
改
正
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
挫
折
が
、

民
商
法
典
と
い
う
新
し
い
法
典
に
お
い
て
結
実
し
た
分
野
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
人
格
権
全
体
を
貫
く
一
般
ル
ー
ル
を
定
め
る
こ

と
の
意
義
は
、
現
代
の
科
学
技
術
の
進
歩
に
対
応
す
る
た
め
で
あ
る
と
い
）
52
（
う
。

　
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
民
商
法
典
で
は
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
に
関
す
る
定
め
を
そ
の
中
に
含
め
る
に
至
っ
た
の
か
。
こ
れ
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
次
節
以
下
で
は
、
旧
民
法
典
改
正
法
案
と
民
商
法
典
の
起
草
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
私
法

学
会
（Jornadas N

acionales de D
erecho C

）
53
（ivil
）
お
よ
び
州
私
法
学
会
の
コ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
を
検
討
す
る
。
特
に
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
私

法
学
会
は
、
一
九
六
三
年
の
設
立
以
来
、
二
年
ご
と
に
、
三
〇
の
公
立
大
学
お
よ
び
私
立
大
学
か
ら
民
法
、
ロ
ー
マ
法
お
よ
び
国
際
私
法

の
研
究
者
が
参
加
し
、
法
の
適
用
に
関
す
る
問
題
点
に
つ
い
て
、
立
法
論
的
解
決
を
検
討
す
る
た
め
の
組
織
で
あ
り
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の

私
法
領
域
の
発
展
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
当
時
の
学
説
の
大
勢
を
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

　
そ
こ
で
、
人
格
権
規
定
と
し
て
の
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
を
理
解
す
る
上
で
重
要
と
な
る
箇
所
、
具
体
的
に
は
、
イ
ン

フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
が
、
患
者
の
身
体
へ
の
侵
害
で
あ
る
医
療
行
為
に
対
す
る
処
分
権
の
発
動
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
て
、
人
格
権

の
処
分
不
可
能
性
に
絞
っ
て
検
討
す
る
。
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㈡
　
学
会
の
コ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン

　
一
九
六
九
年
に
コ
ル
ド
バ
国
立
大
学
（U

niversidad N
acional de Córdoba

）
で
開
催
さ
れ
た
第
四
回
民
法
学
会
（IV

 Congreso 

N
acional de D

erecho Civil, IV
 Jornadas de D

erecho Civil

）
は
、
法
律
第
一
七
七
一
一
号
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
旧
民
法
典
改
正
に
つ
い

て
分
析
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
た
。
こ
こ
で
の
コ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
の
中
で
は
、
私
生
活
の
内
密
性
に
か
か
わ
る
権
利
、
肖
像
権
お

よ
び
身
体
の
処
分
権
そ
の
他
を
、
人
と
し
て
の
人
格
の
尊
重
に
関
す
る
憲
法
上
の
原
則
の
私
法
上
の
帰
結
と
し
て
、
民
法
典
ま
た
は
特
別

法
に
お
い
て
定
め
る
べ
き
で
あ
る
と
し
）
54
（
た
。

　
一
九
八
三
年
に
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
州
メ
ル
セ
デ
ス
市
で
開
催
さ
れ
た
第
二
回
州
私
法
学
会
（II  Jornadas Provinciales de D

erecho 

C

）
55
（ivil

）
で
は
、
人
格
権
に
関
す
る
包
括
的
か
つ
体
系
的
な
規
定
を
、
旧
民
法
典
第
一
編
「
人
に
つ
い
て
」
第
一
章
第
二
節
に
組
み
入
れ
る

こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。
そ
こ
で
は
、
ま
ず
総
論
と
し
て
、
次
の
結
論
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
民
法
は
身
体
的
お
よ
び
精
神
的
な
表
れ

（m
anifestaciones

）
な
ら
び
に
そ
の
自
由
を
保
護
す
る
こ
と
。
人
格
権
を
放
棄
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
法
律
ま
た
は
善
良
の
風
俗
に

反
し
な
い
相
対
的
処
分
行
為
は
認
め
ら
れ
る
こ
と
。
承
諾
は
推
定
さ
れ
ず
、
厳
格
に
解
釈
さ
れ
、
ま
た
代
行
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

承
諾
は
自
由
に
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
反
対
の
法
規
定
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
こ
と
。

違
法
な
侵
害
を
予
防
ま
た
は
即
時
に
終
了
さ
せ
る
た
め
、
お
よ
び
、
人
格
権
の
完
全
な
享
受
を
回
復
す
る
た
め
に
、
必
要
な
措
置
を
司
法

上
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
特
定
の
条
件
の
下
で
、
相
続
人
に
よ
る
承
諾
と
、
侵
害
さ
れ
た
権
利
の
主
体
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
訴

訟
の
係
属
に
つ
い
て
は
、
コ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
に
は
含
め
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
数
名
の
反
対
が
あ
っ
た
。

　
次
に
、
各
論
と
し
て
、
次
の
結
論
が
ま
と
め
ら
れ
た
。
重
大
な
リ
ス
ク
を
孕
む
処
分
行
為
や
、
法
律
、
道
徳
お
よ
び
善
良
の
風
俗
に
反

す
る
処
分
行
為
等
を
含
め
、
一
定
の
制
限
を
設
け
た
上
で
、
身
体
の
処
分
権
に
関
す
る
一
般
的
な
指
針
を
定
め
る
こ
と
。
承
諾
が
代
行
さ

れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。
何
人
も
そ
の
意
思
に
反
し
て
は
研
究
ま
た
は
臨
床
的
・
外
科
的
な
治
療
を
受
け
得
な
い
こ
と
。
患
者
が
意
思
表
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示
で
き
な
い
場
合
に
は
、
最
も
近
い
者
に
よ
る
承
諾
が
取
得
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
こ
の
者
を
欠
く
場
合
に
は
、
患
者
が
重
症

（m
al grave

）
と
な
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
で
あ
れ
ば
、
医
師
は
承
諾
を
取
得
せ
ず
に
医
療
行
為
に
及
ぶ
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

　
一
九
八
三
年
に
マ
ル
・
デ
ル
・
プ
ラ
タ
国
立
大
学
（U

niversidad N
acional de M

ar del Plata

）
で
開
催
さ
れ
た
第
九
回
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

私
法
学
）
56
（
会
で
は
、
私
生
活
の
内
密
性
に
か
か
わ
る
権
利
に
関
す
る
解
釈
論
が
展
開
さ
れ
る
と
と
も
に
、
立
法
論
と
し
て
、
こ
れ
を
人
格
権

の
完
全
か
つ
体
系
的
な
規
定
の
中
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。

　
以
上
に
み
た
と
お
り
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
学
説
で
は
、
一
九
八
三
年
に
は
人
格
権
の
相
対
的
処
分
不
可
能
性
と
、
人
格
権
に
関
す
る
体

系
的
規
律
を
設
け
る
こ
と
に
つ
い
て
、
あ
る
程
度
固
ま
っ
た
方
向
性
が
共
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

㈢
　
人
格
権
の
法
的
性
質
と
し
て
の
相
対
的
処
分
不
可
能
性

　
学
説
で
は
、
人
格
権
の
分
類
と
し
て
、
身
体
的
人
格
権
お
よ
び
精
神
的
人
格
権
の
二
つ
の
分
類
以
外
に
、
三
分
類
説
と
し
て
、「
人
の

身
体
的
な
表
れ
を
保
護
す
る
権
利
」、「
人
の
精
神
的
な
表
れ
を
保
護
す
る
権
利
」
お
よ
び
「
自
由
を
保
護
す
る
権
利
」
に
分
け
る
見
）
57
（

解
、

「
生
命
へ
の
権
利
」、（
身
体
的
完
全
性
を
含
む
）「
身
体
的
側
面
に
関
す
る
権
利
」
お
よ
び
（
自
由
を
含
む
）「
精
神
的
側
面
に
関
す
る
権
利
」

に
分
け
る
見
解
が
あ
）
58
（
る
。
後
者
が
生
命
へ
の
権
利
を
身
体
的
人
格
権
か
ら
分
離
さ
せ
、
独
立
し
て
観
念
す
る
理
由
は
、
生
命
が
す
べ
て
の

前
提
と
な
る
こ
と
を
捉
え
て
、
身
体
的
完
全
性
が
生
命
の
下
位
に
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
で
あ
る
と
い
う
。

　
身
体
的
完
全
性
、
自
由
、
精
神
的
完
全
性
お
よ
び
個
人
情
報
の
四
分
類
）
59
（
説
に
立
つ
サ
ン
ト
ス
・
シ
フ
エ
ン
テ
ス
（Santos Cifuentes

）

は
、
一
九
七
四
年
に
出
版
さ
れ
た
『
人
格
権
』
の
第
一
版
に
お
い
て
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
学
説
で
現
在
も
通
用
す
る
人
格
権
研
究
を
行
っ

た
人
物
で
あ
る
と
評
価
さ

）
61
）（
60
（
れ
る
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
お
け
る
人
格
権
を
把
握
す
る
上
で
の
基
礎
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
二
〇
〇
八

年
に
出
版
さ
れ
た
同
書
の
第
三
版
に
お
い
て
記
述
さ
れ
る
人
格
権
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
、
処
分
不
可
能
性
に
対
す
る
考
え
方
を
考
察
す

る
。
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シ
フ
エ
ン
テ
ス
は
、
人
格
権
と
は
、「
人
の
内
部
的
な
表
れ
を
目
的
と
し
、
固
有
的
か
つ
非
財
産
的
、
必
要
的
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

絶
対
的
か
つ
根
本
的
に
譲
渡
す
る
こ
と
も
処
分
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
、
私
的
主
観
的
か
つ
生
来
的
、
終
生
的
な
権
利
で
あ
る
」
と
定
義

す
）
62
（
る
。
そ
し
て
、
次
の
一
〇
の
性
質
を
有
す
る
と
し
）
63
（
た
。
す
な
わ
ち
、
①
生
来
の
権
利
（derechos innatos

）、
②
終
生
の
権
利

（derechos vitalicios

）、
③
必
要
な
権
利
（derechos necesarios

）、
④
本
質
的
な
権
利
（derechos e senciales

）、
⑤
対
象
が
内
部
に
あ
る

（el objeto es interior

）
権
利
、
⑥
固
有
の
権
利
（derechos inherentes

）、
⑦
非
財
産
的
権
利
（derechos extrapatrim

oniales

）、
⑦
相
対
的

に
処
分
不
可
能
な
権
利
（derechos relativam

ente indisponibles

）、
⑧
絶
対
的
権
利
（derechos absolutos

）、
⑨
私
的
権
利
（derechos 

privados

）、
⑩
独
立
（independencia

）
の
権
利
で
あ
る
。

　
シ
フ
エ
ン
テ
ス
に
よ
れ
ば
、
人
格
権
の
処
分
不
可
能
性
と
は
、
終
生
の
権
利
か
つ
固
有
の
権
利
、
非
財
産
的
権
利
で
あ
る
こ
と
の
帰
結

で
あ
る
が
、
こ
れ
は
相
対
的
な
性
質
で
あ
）
64
（
る
。
処
分
不
可
能
性
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
、
譲
渡
不
可
能
性
（intransm

isibilidad

、

inenajenabilidad

）、
放
棄
不
可
能
性
（irrenunciabilidad

）、
差
押
え
の
対
象
と
な
ら
な
い
性
質
（inem

bargabilidad

）、
強
制
執
行
さ
れ
な

い
性
質
（inejecutoriedad

）、
非
収
用
性
（inexpropiabilidad

）、
時
効
に
よ
っ
て
消
滅
し
な
い
性
質
（im

prescriptibilidad

）、
代
位
で
き

な
い
性
質
（insubrogabilidad

）
に
分
解
し
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
性
質
に
は
次
の
よ
う
な
留
保
が
存
す
る
と
す
）
65
（

る
。
譲
渡
不
可
能
性
は
、

主
体
と
の
厳
格
か
つ
密
接
な
関
係
か
ら
生
じ
る
が
、
身
体
の
一
部
を
移
植
す
る
こ
と
は
適
法
に
認
め
ら
れ
得
る
。
ま
た
、
商
業
利
用
で
き

ず
、
人
に
つ
い
て
内
部
的
か
つ
固
有
的
な
対
象
で
あ
る
と
い
う
特
徴
に
よ
り
、
譲
渡
可
能
性
に
つ
い
て
の
積
極
的
な
処
分
の
方
法
で
あ
る

差
押
え
や
強
制
執
行
、
収
用
が
で
き
な
い
。
放
棄
不
可
能
性
は
、
人
が
生
き
て
い
る
間
失
わ
れ
た
り
消
滅
し
た
り
す
る
こ
と
が
な
い
こ
と

を
意
味
す
る
が
、
肖
像
の
出
版
や
私
生
活
へ
の
干
渉
等
の
身
体
的
ま
た
は
精
神
的
な
傷
害
（lesión

）
に
対
し
て
、
こ
れ
を
承
諾
す
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
、
個
人
的
な
財
産
の
み
へ
の
侵
害
で
あ
れ
ば
、
か
か
る
承
諾
に
よ
っ
て
可
罰
性
が
取
り
除
か
れ
る
。
こ
れ
は
、

人
格
権
の
放
棄
で
は
な
く
、
何
ら
か
の
権
限
を
放
棄
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
は
、
人
格
権
に
関
す
る
著
名
な
体
系
書
に
お
い
て
、
臓
器
移
植
や
肖
像
の
利
用
と
い
っ
た
実
社
会
か
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ら
の
要
請
に
目
を
配
り
、
そ
の
法
的
性
質
と
し
て
の
相
対
的
処
分
不
可
能
性
が
観
念
さ
れ
て
き
た
。

㈣
　
シ
フ
エ
ン
テ
ス
＝
リ
ベ
ー
ラ
案

　
シ
フ
エ
ン
テ
ス
は
、
立
法
に
も
影
響
を
与
え
た
。
一
九
八
四
年
に
、
内
務
省
が
議
会
に
提
出
す
る
法
案
の
原
案
と
し
て
、
シ
フ
エ
ン
テ

ス
と
フ
リ
オ
・
セ
サ
ル
・
リ
ベ
ー
ラ
（Julio César Rivera

）
の
両
名
に
よ
り
、「
人
格
権
の
完
全
な
規
定
に
関
す
る
案
（Anteproyecto de 

régim
en integral de los derechos personalís

）
66
（

im
os

）」（
以
下
、「
シ
フ
エ
ン
テ
ス
＝
リ
ベ
ー
ラ
案
」）
が
作
成
さ
れ
た
。
シ
フ
エ
ン
テ
ス
＝
リ

ベ
ー
ラ
案
の
基
礎
と
な
っ
た
の
は
、
㈡
で
述
べ
た
一
九
八
三
年
に
メ
ル
セ
デ
ス
市
と
マ
ル
・
デ
ル
・
プ
ラ
タ
市
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
た

学
会
の
コ
ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
で
あ
り
、
同
案
は
、
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
か
た
ち
で
、
グ
ス
マ
ン
下
院
議
員
に
よ
るEstatuto de las 

libertadas civiles

と
い
う
立
法
の
発
議
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
）
67
（

た
。

　
同
案
は
、
旧
民
法
典
第
一
編
第
一
章
第
二
節
の
後
に
「
人
格
権
に
つ
い
て
（D

e los derechos personalísim
os

）」
と
い
う
見
出
し
を
付

し
た
第
二
節
の
二
を
設
け
、
そ
こ
で
六
二
条
の
二
を
新
た
に
創
設
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
六
二
条
の
二
の
条
文
案
は
、
人
格
権
一

般
に
つ
い
て
、
法
が
身
体
的
人
格
権
お
よ
び
精
神
的
人
格
権
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
侵
害
か
ら
人
を
保
護
し
、
ま
た
そ
の
自
由
を
保
護
す
る

と
し
た
上
で
、
次
の
こ
と
を
定
め
た
。
①
放
棄
不
可
能
性
、
②
道
徳
、
善
良
の
風
俗
お
よ
び
法
律
に
反
し
な
い
相
対
的
か
つ
部
分
的
な
処

分
可
能
性
、
③
処
分
行
為
の
た
め
の
承
諾
は
推
定
さ
れ
ず
、
厳
格
解
釈
さ
れ
、
代
行
さ
れ
得
な
い
こ
と
、
④
承
諾
は
生
じ
た
損
害
を
賠
償

し
た
上
で
自
由
に
撤
回
で
き
る
こ
と
、
⑤
無
能
力
者
の
承
諾
は
そ
の
法
定
代
理
人
の
承
諾
に
よ
っ
て
代
行
さ
れ
得
る
が
、
適
法
行
為
の
事

理
弁
識
能
力
を
有
す
る
被
代
理
人
の
同
意
（asentim

iento

）
を
要
す
る
こ
と
。
次
に
、
身
体
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
何
人
も
自
ら
の
承
諾

な
く
し
て
医
療
行
為
を
受
け
る
こ
と
は
な
く
、
自
ら
意
思
表
示
が
で
き
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
法
定
代
理
人
、
最
も
近
い
親
族
ま
た
は
ア

ジ
ェ
ガ
ー
ド
（allegado

）
が
代
行
し
、
こ
れ
ら
の
者
を
欠
く
場
合
に
は
、
医
師
は
承
諾
な
く
し
て
医
療
行
為
に
及
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

患
者
ま
た
は
承
諾
を
代
行
す
る
者
は
、
医
療
行
為
と
そ
の
結
果
、
治
癒
可
能
性
に
関
し
て
、
詳
細
に
情
報
提
供
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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シ
フ
エ
ン
テ
ス
＝
リ
ベ
ー
ラ
案
は
、
一
九
九
三
年
法
案
の
起
草
に
お
い
て
も
大
い
に
参
照
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
一
九
九
三
年
法

案
で
は
、
私
生
活
（
旧
民
法
典
一
〇
七
一
条
の
二
）
お
よ
び
名
誉
（
同
一
〇
八
九
条
お
よ
び
一
〇
九
〇
条
）
に
関
す
る
規
定
の
再
配
置
を
課
す
と

と
も
に
、
身
体
的
人
格
の
保
護
お
よ
び
身
体
の
処
分
行
為
に
関
す
る
規
定
が
組
み
込
ま
れ
、
そ
し
て
、
人
格
権
一
般
の
体
系
的
規
律
が
設

け
ら
れ
）
68
（

た
。
一
九
九
三
年
法
案
の
多
く
が
、
特
に
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
に
関
し
て
は
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
の
か
た
ち
で
、
一
九
九

八
年
法
案
に
引
き
継
が
れ
た
。

　
そ
し
て
、
二
〇
一
二
年
に
、「
民
法
典
及
び
商
法
典
の
改
正
、
現
代
化
及
び
統
合
に
関
す
る
法
律
案
を
起
草
す
る
た
め
の
委
員
会

（Com
isión para la elaboración del proyecto de ley de reform

a, actualización y unificación de los Códigos Civil y Com
ercial de la 

N
ación

）」
は
、
理
由
書
（Fundam

entos

）
を
付
し
た
草
案
（Anteproyecto

）
を
行
政
府
（Poder Ejecutivo

）
に
送
っ
た
。
そ
の
後
、
こ

れ
が
国
会
に
提
出
さ
れ
、
上
院
お
よ
び
下
院
の
各
議
員
一
五
名
ず
つ
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
委
員
会
（com

isión bicam
eral

）
で
修
正
が

加
え
ら
れ
た
の
ち
、
法
案
（proyecto
）
は
、
二
〇
一
三
年
一
一
月
に
上
院
で
、
二
〇
一
四
年
一
〇
月
に
下
院
で
可
決
さ
れ
、
つ
い
に
民

商
法
典
が
二
〇
一
四
年
一
〇
月
に
公
布
、
翌
年
八
月
に
施
行
さ
れ
る
に
至
る
。
民
商
法
典
に
お
け
る
人
格
権
規
定

―
五
一
条
な
い
し
六

一
条 

―
は
、
一
九
九
八
年
法
案
を
直
接
の
淵
源
と
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
）
69
（

る
。

㈤
　
民
商
法
典
に
お
け
る
人
格
権
の
相
対
的
処
分
不
可
能
性

　
前
述
の
よ
う
に
、
民
商
法
典
は
、「
第
一
編
　
自
然
人
　
第
三
章
　
人
格
権
及
び
一
身
専
属
的
行
為
」
に
お
い
て
、
人
格
権
に
関
す
る

体
系
的
な
規
定
を
有
す
る
。
同
章
は
、
五
一
条
な
い
し
六
一
条
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
、
そ
の
最
初
の
条
文
で
あ
る
五
一
条
で
は
、「
自
然

人
は
不
可
侵
の
存
在
で
あ
り
、
い
か
な
る
状
況
に
お
い
て
も
そ
の
尊
厳
の
承
認
へ
の
権
利
及
び
尊
重
を
有
す
る
」
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
人

格
権
が
、
尊
厳
の
観
念
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
定
め
る
。

　
民
商
法
典
で
は
、
シ
フ
エ
ン
テ
ス
が
そ
の
著
書
に
お
い
て
示
し
た
よ
う
な
人
格
権
の
定
義
づ
け
は
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
法
的
性
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質
と
し
て
の
相
対
的
処
分
不
可
能
性
は
、
五
五
条
お
よ
び
五
六
条
に
お
い
て
、
次
の
と
お
り
明
文
化
さ
れ
て
い
る
。

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
民
商
法
典
五
五
条
　【
人
格
権
の
処
分
】
人
格
権
の
処
分
の
た
め
の
承
諾
は
、
法
律
、
道
徳
又
は
善
良
の
風
俗
に
反
し
な
い
な
ら
ば
認

め
ら
れ
る
。
当
該
承
諾
は
推
定
さ
れ
ず
、
限
定
的
に
解
釈
さ
れ
、
ま
た
自
由
に
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
民
商
法
典
五
六
）
70
（

条
　【
身
体
に
関
す
る
処
分
行
為
】
法
令
の
規
定
に
従
い
、〔
本
〕
人
の
、
そ
し
て
例
外
的
に
他
人
の
、
健
康
の
改
善
の

た
め
に
求
め
ら
れ
る
場
合
を
除
き
、
そ
の
完
全
性
の
永
続
的
な
減
少
の
原
因
と
な
り
、
又
は
法
律
、
道
徳
若
し
く
は
善
良
の
風
俗
に
反
す
る
こ
と
に
な

る
身
体
に
関
す
る
処
分
行
為
は
禁
止
さ
れ
る
。

〔2〕
　
他
人
に
移
植
す
る
た
め
の
器
官
の
切
除
は
、
特
別
法
の
定
め
に
従
う
。

〔3〕
　
第
一
項
に
規
定
す
る
禁
止
に
含
ま
れ
な
い
行
為
の
た
め
の
承
諾
は
、
代
行
さ
れ
得
ず
、
自
由
に
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
五
五
条
は
、
人
格
権
全
体
の
一
般
原
則
と
し
て
、
人
格
権
の
相
対
的
処
分
不
可
能
性
を
明
文
化
し
た
規
定
で
あ
）
71
（
る
。
同
条
に
よ
り
、
一

身
専
属
権
の
処
分
に
関
す
る
承
諾
は
、
推
定
さ
れ
ず
、
限
定
的
に
解
釈
さ
れ
、
ま
た
、
こ
れ
を
自
由
に
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の

た
め
、
疑
義
が
あ
る
場
合
に
は
、
承
諾
は
な
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
み
な
さ
れ
）
72
（
る
。

　
五
六
条
は
、
身
体
的
人
格
権
の
相
対
的
処
分
不
可
能
性
の
ル
ー
ル
を
拡
張
し
、
二
六
条
、
五
五
条
、
五
八
条
、
五
九
条
お
よ
び
患
者
法

と
そ
の
デ
ク
レ
ト
に
従
っ
て
、
能
力
の
あ
る
（com

petente

）
す
べ
て
の
者
が
、
自
由
か
つ
撤
回
可
能
な
意
思
に
か
か
わ
る
行
為
を
通
じ

て
、
自
ら
の
身
体
を
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
定
め
）
73
（
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
は
、
身
体
的
完
全
性
へ
の
権
利
と
す
る
見
）
74
（

解
、
自
己
決
定

権
に
由
来
す
る
自
由
へ
の
権
利
で
あ
る
と
す
る
見
）
75
（
解
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
い
ず
れ
と
み
る
に
せ
よ
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
法
に
お
い
て
、
人
格
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権
の
法
的
性
質
と
し
て
の
処
分
不
可
能
性
が
相
対
的
な
も
の
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
き
た
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
体
系
的
な
人
格
権
規
定
を
構

築
す
る
際
に
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
が
身
体
に
か
か
わ
る
処
分
行
為
へ
の
承
諾
と
し
て
、
そ
の
中
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
こ
と

は
無
理
な
く
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
し
て
人
格
権
に
関
す
る
第
三
章
で
規
定
す
る
こ
と
の
意
義
は
、
イ
ン

フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
が
人
の
尊
厳
や
完
全
性
、
自
律
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
い
う
重
要
性
を
強
調
す
る
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ
）
76
（

る
。

あ
る
い
は
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
が
、
人
の
尊
厳
を
保
護
す
る
仕
組
み
の
具
体
化
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
と
さ
れ
）
77
（
る
。

五
　
結
び
に
代
え
て

　
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
法
に
お
け
る
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
は
、
複
数
の
特
別
法
に
お
い
て
、
そ
の
基
礎
と
し
て
の
患
者
の
意
思
の

自
律
と
情
報
提
供
義
務
と
が
規
定
さ
れ
た
の
ち
、
患
者
法
に
よ
っ
て
、
一
応
の
体
系
化
が
図
ら
れ
た
。
そ
れ
と
並
行
す
る
よ
う
に
、
旧
民

法
典
の
改
正
法
案
の
中
で
は
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
を
旧
民
法
典
に
組
み
入
れ
る
方
向
性
が
検
討
さ
れ
、
そ
の
配
置
は
人
格

権
規
定
の
中
に
な
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
最
終
的
に
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
は
、
民
商
法
典
の
「
第
一
編
　
自
然
人
　
第
三
章
　

人
格
権
及
び
一
身
専
属
的
行
為
」
に
お
い
て
明
文
化
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
は
、
旧
民
法
典
に
お
い
て
は
不
法
行
為
法
以
外
に
人
格
権
保
護
の
規
定
を
持
た
ず
、
不
法
行
為
法
か
ら
独
立
し
た
か

た
ち
で
の
人
格
権
の
定
め
は
、
民
商
法
典
に
お
い
て
新
し
く
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
人
格
権
に
つ
い
て
も
、
特
別
法
に
よ

る
定
め
が
先
行
し
、
法
状
況
が
体
系
性
を
欠
い
た
こ
と
で
、
学
説
に
よ
っ
て
、
人
格
権
全
体
を
貫
く
体
系
的
な
規
定
を
設
け
る
べ
き
と
の

要
請
が
高
ま
っ
た
た
め
で
あ
っ
た
。
学
説
の
議
論
は
、
立
法
へ
の
影
響
力
あ
る
学
会
に
お
い
て
ま
と
め
ら
れ
、
そ
れ
が
旧
民
法
典
改
正
法

案
に
反
映
さ
れ
、
そ
の
成
果
で
あ
る
一
九
九
三
年
法
案
と
一
九
九
八
年
法
案
は
、
旧
民
法
典
へ
の
改
正
と
し
て
は
実
を
結
ば
な
か
っ
た
も
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の
の
、
少
な
く
と
も
人
格
権
に
関
し
て
は
、
民
商
法
典
に
お
け
る
規
定
の
原
型
と
な
っ
た
。

　
民
商
法
典
で
は
、
な
ぜ
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
に
関
す
る
条
文
が
人
格
権
規
定
の
中
に
設
け
ら
れ
、
そ
し
て
、
な
ぜ
人
格
権

は
民
事
責
任
法
の
み
な
ら
ず
「
第
一
編
　
自
然
人
」
に
お
い
て
編
成
さ
れ
た
の
か
。
こ
の
二
点
に
つ
い
て
、
本
稿
で
の
検
討
を
踏
ま
え
て
、

最
後
に
見
解
を
ま
と
め
る
。

　
前
者
に
つ
い
て
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
は
、
人
格
権
の
体
系
的
な
規
定
を
設
け
る
こ
と
が
本
格
的
に
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
当
初
か

ら
、
人
格
権
の
法
的
性
質
と
し
て
の
処
分
不
可
能
性
は
、
相
対
的
な
も
の
で
あ
る
と
把
握
さ
れ
て
き
た
。
処
分
不
可
能
性
を
相
対
的
た
ら

し
め
る
一
つ
の
要
素
は
承
諾
で
あ
る
。
民
商
法
典
で
は
、
五
五
条
に
お
い
て
、
一
身
専
属
権
の
処
分
に
関
す
る
一
般
ル
ー
ル
を
定
め
、
続

く
五
六
条
に
お
い
て
、
身
体
的
人
格
権
一
般
に
関
す
る
処
分
行
為
一
般
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
延
長
線
上
に
、
医
療
行

為
に
対
す
る
承
諾
で
あ
る
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
を
定
め
る
五
九
条
が
配
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
後
者
に
つ
い
て
は
、
第
一
に
、「
民
法
の
憲
法
化
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
憲
法
を
頂
点
と
し
た
法
秩
序
に
連
な
る
法
典

と
し
て
、
ま
た
、
公
法
と
私
法
と
の
断
絶
を
克
服
す
る
と
い
う
目
的
を
果
た
す
法
典
と
し
て
、
憲
法
へ
の
接
近
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
民
商

法
典
は
、
憲
法
上
、
あ
る
い
は
人
権
条
約
上
の
原
則
で
あ
る
「
人
と
し
て
の
尊
厳
」
を
、
人
格
権
と
い
う
か
た
ち
で
反
映
さ
せ
た
。
こ
れ

が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
五
一
条
に
お
い
て
も
具
現
化
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
そ
し
て
第
二
に
、
特
別
法
に
よ
っ
て
混
沌
と
し
た
法
状
況
に
対
し
て
、
民
法
上
で
の
体
系
化
の
要
請
が
働
い
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

加
速
度
的
な
現
代
の
科
学
技
術
の
進
歩
に
対
し
て
、
法
は
後
塵
を
拝
す
る
。
も
っ
と
も
、
現
在
の
法
の
想
定
を
超
え
た
新
し
い
権
利
に
対

し
て
も
、
法
は
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
一
方
で
は
新
し
い
権
利
を
包
含
す
る
こ
と
で
も
あ
ろ
う
し
、
他
方
で
は
無
限
に
広
が

り
か
ね
な
い
そ
の
範
囲
に
制
限
を
か
け
る
機
能
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
、
民
商
法
典
で
は
人
格

権
の
一
般
ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
を
人
格
権
か
ら
把
握
す
る
こ
と
の
意
義
は
、「
第
三
章
　
人
格
権
及
び
一
身
専
属
的
行
為
」
が
、
人
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と
し
て
の
不
可
侵
性
と
尊
厳
に
関
す
る
五
一
条
に
始
ま
る
こ
と
か
ら
自
明
な
と
お
り
、「
人
と
し
て
の
尊
厳
」
を
認
め
る
こ
と
に
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、「
第
一
編
　
自
然
人
」
に
お
い
て
人
格
権
プ
ロ
パ
ー
の
体
系
的
な
規
定
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
中
で
規
律

さ
れ
る
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
と
は
、
質
的
・
量
的
に
十
分
な
情
報
が
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
が
た
め
に
、
自
ら
に
適
し
た
治
療

の
選
択
可
能
性
を
失
っ
た
患
者
に
対
し
て
、
民
事
責
任
に
基
づ
く
賠
償
を
事
後
的
に
図
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、
む
し
ろ
患
者
の
「
人
と
し

て
の
尊
厳
」
を
事
前
に
把
握
す
る
た
め
の
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
の
意
味
を
持
つ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、

患
者
の
判
断
能
力
の
不
足
に
よ
っ
て
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
が
困
難
と
な
る
場
面
に
お
い
て
、
患
者
本
人
の
意
思
を
尊
重
す
る

た
め
の
法
整
備
に
特
に
表
れ
る
と
考
え
る
。

　
医
療
行
為
に
関
す
る
承
諾
能
力
は
行
為
能
力
あ
る
い
は
意
思
能
力
を
基
礎
と
し
な
い
た
め
、
そ
の
承
諾
は
財
産
管
理
に
お
け
る
よ
う
な

代
理
構
成
に
馴
染
ま
な
い
。
ま
た
、
代
理
構
成
で
は
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
の
性
質
と
し
て
の
一
身
専
属
性
を
理
由
に
、
第

三
者
の
関
与
を
排
除
す
る
帰
結
に
も
な
り
得
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
究
極
的
に
は
医
師
・
医
療
機
関
と
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
家
族
ま
た

は
成
年
後
見
人
等
に
よ
る
場
当
た
り
的
な
対
応
に
委
ね
る
こ
と
を
意
味
し
、
現
場
に
混
乱
を
生
じ
さ
せ
、
何
よ
り
も
患
者
本
人
に
と
っ
て

最
善
の
治
療
を
行
う
と
い
う
目
的
す
ら
も
危
う
い
も
の
と
し
か
ね
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
適
切
な
第
三
者
の
関
与
を
認
め
、
患
者
本
人
の

意
思
を
意
思
決
定
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
制
度
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
際
、
医
療
行
為
に
関
す
る
意
思
決
定
の
特
徴
の
一
つ
と

し
て
、
患
者
本
人
の
漠
然
と
し
た
意
向
や
願
望
、
選
好
の
類
を
把
握
し
、
反
映
さ
せ
る
こ
と
の
重
要
性
が
挙
げ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
本

人
意
思
尊
重
の
観
点
か
ら
み
た
医
療
同
意
と
は
、
あ
る
日
突
然
同
意
書
に
サ
イ
ン
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
な
「
点
」
と
し
て
で
は
な
く
、
日

頃
か
ら
本
人
と
関
わ
り
、
そ
の
意
向
等
を
把
握
し
た
上
で
為
す
「
プ
ロ
セ
ス
」
と
し
て
捉
え
る
べ
き
も
の
と
な
る
。

　
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
は
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
を
第
三
者
が
代
行
す
る
場
合
と
は
、
本
稿
で
示
し
た
と
お
り
、
①
患
者
本
人

の
意
思
表
示
が
絶
対
的
に
不
可
能
で
あ
り
、
②
事
前
の
意
思
表
示
が
な
か
っ
た
場
合
、
③
同
人
の
生
命
又
は
健
康
（salud

）
に
つ
い
て
重

症
（m

al grave

）
と
な
る
確
実
か
つ
差
し
迫
っ
た
リ
ス
ク
を
伴
う
緊
急
（em

ergencia
）
の
状
況
が
あ
る
場
合
で
あ
る
（
民
商
法
典
五
九
条
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四
項
）。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
法
定
代
理
人
、
支
援
人
、
配
偶
者
、
共
同
生
活
者
、
親
族
ま
た
は
ア
ジ
ェ
ガ
ー
ド

（allegado

）
が
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
を
行
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
重
視
さ
れ
る
の
は
、
本
人
を
熟
知
し
た
人

物
を
選
ぶ
と
い
う
視
点
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
医
療
同
意
は
、
成
年
後
見
の
み
な
ら
ず
、
事
前
指
示
や
家
族
の
関
与
も
含
め
て
検
討
さ
れ
る

べ
き
問
題
と
な
り
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
法
の
検
討
か
ら
は
、
そ
う
し
た
包
括
的
な
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
関
す
る
示
唆
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
る
。

　
本
稿
は
、
患
者
本
人
が
自
ら
の
身
体
に
及
ぶ
医
療
行
為
に
関
す
る
諾
否
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
に
お
い
て
も
、
医
療
現
場

で
は
本
人
を
取
り
巻
く
「
誰
か
」
の
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
を
取
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
問
題
に
端
を
発
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
の
検
討
の
土
台
を
整
え
る
た
め
に
、
本
稿
で
は
、
ま
ず
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
法
に
お
け
る
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト

に
関
す
る
規
定
の
枠
組
み
を
提
示
し
た
。
こ
れ
を
足
掛
か
り
に
、
患
者
本
人
が
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
を
行
う
状
況
に
な
い
場

合
に
、
家
族
や
成
年
後
見
人
等
の
第
三
者
に
よ
る
代
行
が
い
か
に
本
人
意
思
の
尊
重
と
し
て
機
能
す
る
か
と
い
う
点
を
事
前
指
示
の
位
置

づ
け
も
踏
ま
え
て
検
討
す
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
と
な
る
。
隣
国
ブ
ラ
ジ
ル
で
も
、
二
〇
一
五
年
制
定
の
障
害
者
法
（Estatuto da 

Pessoa com
 D

eficiência

）
一
一
条
に
お
い
て
、
医
療
行
為
に
関
す
る
承
諾
の
代
行
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
本
稿
で
明
ら
か
と
な
っ

た
、
第
三
者
に
よ
る
代
行
に
関
す
る
一
九
九
三
年
法
案
一
二
一
条
に
つ
い
て
、
起
草
委
員
会
が
そ
の
条
文
案
の
作
成
に
あ
た
っ
て
、
ケ

ベ
ッ
ク
民
法
典
も
参
照
し
て
い
た
と
い
う
事
実
に
鑑
み
、
比
較
法
の
観
点
か
ら
さ
ら
な
る
考
察
を
加
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

﹇
付
記
﹈　
本
研
究
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費JP20J11147

の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
す
。

（
1
）  

石
外
克
喜
編
著
『
現
代
民
法
講
義
5
　
契
約
法
〔
改
訂
版
〕』（
法
律
文
化
社
、
一
九
九
四
年
）
三
六
八
頁
。

（
2
）  

潮
見
佳
男
『
不
法
行
為
法
』（
信
山
社
、
一
九
九
九
年
）
二
〇
三
―
二
〇
四
頁
、
近
江
幸
治
『
民
法
講
義
Ⅴ
　
契
約
法
〔
第
2
版
〕』（
成
文
堂
、

二
〇
〇
六
年
）
三
〇
一
頁
。
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（
3
）  

加
藤
雅
信
『
新
民
法
大
系
Ⅴ
第
2
版
　
事
務
管
理
・
不
当
利
得
・
不
法
行
為
』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
五
年
）
三
〇
八
頁
。

（
4
）  

医
療
上
の
パ
タ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
、
常
に
批
判
の
対
象
と
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。「
す
べ
て
先
生
に
お
ま
か
せ
し
ま
す
」
と
い
う
患
者
の
信
頼

に
、
医
師
が
最
善
の
努
力
を
も
っ
て
応
え
る
と
い
う
従
来
の
医
療
慣
行
が
、
医
療
に
良
い
効
果
を
与
え
て
い
た
と
い
う
側
面
は
否
定
で
き
な
い

（
加
藤
一
郎
「「
説
明
と
同
意
」
に
つ
い
て
の
報
告
」
日
本
医
師
会
雑
誌
一
〇
三
巻
四
号
（
一
九
九
〇
年
）
五
一
八
―
五
一
九
頁
）。

（
5
）  
上
山
泰
「
患
者
の
同
意
に
関
す
る
法
的
諸
問
題
」
新
井
誠
＝
西
山
詮
編
『
成
年
後
見
と
意
思
能
力
』（
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
二
年
）
一
一
五

頁
。

（
6
）  

唄
孝
一
「
治
療
行
為
に
お
け
る
患
者
の
意
思
と
医
師
の
説
明

―
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
判
例
・
学
説

―
」『
契
約
法
大
系
Ⅶ
　
補
巻
』（
有
斐

閣
、
一
九
六
五
年
）
六
六
―
一
四
〇
頁
、
後
、
同
『
医
事
法
学
へ
の
歩
み
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
年
）
に
所
収
。

（
7
）  

手
嶋
豊
「
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
法
理
の
歴
史
と
意
義
」
甲
斐
克
則
編
『
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
と
医
事
法
』（
信
山
社
、

二
〇
一
〇
年
）
五
頁
。

（
8
）  

野
田
寛
『
現
代
法
律
学
全
集
58
　
医
事
法
　
中
巻
』（
青
林
書
院
、
一
九
九
四
年
）
四
四
〇
―
四
四
二
頁
。

（
9
）  

稲
田
龍
樹
「
説
明
義
務
⑴
」
根
本
久
編
『
裁
判
実
務
大
系
17
　
医
療
過
誤
訴
訟
法
』（
青
林
書
院
、
一
九
九
〇
年
）
一
九
三
―
一
九
四
頁
。

（
10
）  

野
田
・
前
掲
注
（
8
）
四
四
〇
頁
。

（
11
）  

法
理
の
内
在
的
分
析
に
終
始
せ
ず
、
医
療
臨
床
現
場
に
即
し
た
法
社
会
学
的
、
法
政
策
論
的
考
察
を
加
え
る
べ
き
こ
と
を
指
摘
す
る
見
解
に
つ

き
、
吉
田
邦
彦
「
近
時
の
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
論
へ
の
一
疑
問
（
一
）（
二
・
完
）」
民
商
法
雑
誌
一
一
〇
巻
二
、
三
号
（
一
九
九
四

年
）。

（
12
）  

一
九
六
八
年
に
な
さ
れ
た
法
律
第
一
七
七
一
一
号
に
よ
る
改
正
の
重
要
性
は
、
例
え
ば
、
行
為
能
力
に
係
る
無
能
力
制
度
に
お
い
て
顕
著
で
あ

る
。

（
13
）  BELLU
SCIO, Augusto César; BERG

EL, Salvador D
arío; KEM

ELM
AJER D

E CARLU
CCI, Aída Rosa; LE PERA, Sergio; 

RIV
ERA, Julio César; ESCALADA, Federico N. V

idela; ZAN
N
O
N
I, Eduardo Antonio, Reform

as al Cídigo Civil Proyecto y  
notas de la Com

isión designada por decreto 468 -92, Editorial Astrea, Buenos Aires, 1993, p. 34.

（
14
）  

ア
ジ
ェ
ガ
ー
ド
（allegado

）
に
つ
い
て
は
、
法
律
上
明
確
な
定
義
づ
け
が
な
い
。
レ
ア
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ア
・
エ
ス
パ
ニ
ョ
ー
ラ
の
著
名
な
ス

ペ
イ
ン
語
辞
書
に
よ
る
と
、「allegado

」
と
は
、「
血
縁
関
係
に
限
ら
ず
、
友
情
、
付
き
合
い
（trato

）
ま
た
は
信
頼
に
お
い
て
、
近
し
い
相
互

関
係
を
有
す
る
者
」
と
さ
れ
る
。
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（
15
）  BELLU

SCIO, Augusto César; BERG
EL, Salvador D

arío; KEM
ELM

AJER D
E CARLU

CCI, Aída Rosa; LE PERA, Sergio; 
RIV

ERA, Julio César; ESCALADA, Federico N. V
idela; ZAN

N
O
N
I, Eduardo Antonio, op. cit., p. 34.
（
16
）  

例
え
ば
、
行
為
無
能
力
の
文
言
に
つ
い
て
、
一
九
九
三
年
法
案
で
は
「incapaz de hecho

」、
一
九
九
八
年
法
案
で
は
「incapaz de ejercicio

」

が
、
ま
た
、
意
思
表
示
で
き
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「condiciones

」
と
「aptitud

」
が
用
い
ら
れ
た
。

（
17
）  
一
九
九
八
年
法
案
で
は
、
冒
頭
に
「Cuando los circunstancias lo aconsejan

」
が
加
え
ら
れ
、「que se aplicará

」
が
除
か
れ
て
い
る
。

（
18
）  C

EC
C
H
ETTO, Sergio, 

“Antecedentes historicos del consentim
iento del paciente inform

ado en argentina

”, en Revista  
Latinoam

ericana de D
erecho M

édico y M
edicina Legal, 6 （1

）, 2001, pp. 9 -10.

（
19
）  

ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
法
的
文
化
の
一
つ
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
関
係
は
立
法
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
べ
き
と
す
る
「
法
律
規
定
主
義
」
が
あ

る
（
Ｋ
．
Ｌ
．
カ
ー
ス
ト
＝
Ｋ
．
Ｓ
．
ロ
ウ
ゼ
ン
（
塙
浩
訳
）『
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
法
的
諸
制
度
の
歴
史
的
発
展
』（
信
山
社
、
一
九
九
八

年
）
八
五
―
八
六
頁
）。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
法
律
さ
え
制
定
し
て
し
ま
え
ば
、
あ
ら
ゆ
る
問
題
が
解
決
さ
れ
る
と
い
う
側
面
が
あ
る
こ
と
が

指
摘
さ
れ
る
（
前
田
美
千
代
「
ブ
ラ
ジ
ル
の
簡
易
裁
判
所
（Juizado Especial

）
と
消
費
者
被
害
の
救
済
：
ポ
ル
ト
ア
レ
グ
レ
市
及
び
サ
ン
パ

ウ
ロ
市
に
お
け
る
聞
き
取
り
調
査
と
と
も
に
」
法
学
研
究
九
一
巻
二
号
（
二
〇
一
八
年
）
一
四
七
頁
）。
そ
の
た
め
、
本
稿
二
の
記
述
に
も
表
れ

て
い
る
よ
う
に
、
学
説
の
議
論
は
、
判
例
法
理
の
構
築
よ
り
も
、
立
法
に
よ
っ
て
新
た
な
道
を
切
り
開
く
こ
と
の
ほ
う
に
力
点
が
置
か
れ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
る
。

（
20
）  LAJE, Alejandro, Código Civil y Com

ercial de la N
ación analizado, com

parado y concordado, dirigido por Alberto, J. Bueres, 
1
a ed., H

am
m
urabi, Buenos Aires, 2014, vol. 1, p. 102.; AIZEN

BERG, M
arisa, CÓ

D
IGO

 CIV
IL Y CO

M
ERCIA

L CO
M

EN
TA

DO
, 

A
N
O
TA

D
O
 Y CO

N
CO

RDA
D
O, dirigido por Lidia, G

arrido, Cordobera, Alejandro, Borda y Pascual, E. Alferillo, ASTREA, 
Buenos Aires, 2015, t. 1, p. 80.; LAM

M
, Eleonora, Código Civil y Com

ercial de la N
ación com

entado, dirigido por H
errera, 

M
arisa, Caram

elo, G
ustavo y Picasso, Sebastián, 1

a ed., Infojus, Buenos Aires, 2015, t. 1, p. 142.; SAU
X, Edgardo Ignacio,  

Código civil y com
ercial de la N

ación com
entado, dirigido por Ricardo, Luis, Lorenzetti, 1

a ed., Rubinzal-Culzoni, Santa Fe, 
2014, t. 1, pp. 307 -308.

（
21
）  LA

M
M

, Eleonora, op. cit., p. 143.; H
O
O
FT, Irene, CÓ

D
IG

O
 CIV

IL Y CO
M

ERCIA
L D

E LA
 N

A
CIÓ

N
 CO

M
EN

TA
D
O,  

dirigido por Julio, César, Rivera y G
raciela, M

edina, La Ley,  Buenos Aires, t. 1, p. 136.

（
22
）  LAM

M
, Eleonora, op. cit., p. 143.
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（
23
）  LAM

M
, Eleonora, op. cit., p. 143.

（
24
）  LAM

M
, Eleonora, op. cit., p. 143.

（
25
）  AIZEN

BERG, M
arisa, op. cit., p. 3.

（
26
）  LAM

M
, Eleonora, op. cit., p. 144.

（
27
）  
山
口
詩
帆
「『
成
年
後
見
制
度
』
か
ら
『
意
思
決
定
支
援
制
度
』
へ
の
転
換
に
向
け
た
代
行
決
定
の
位
置
づ
け
」
法
学
政
治
学
論
究
第
一
二
五

号
（
二
〇
二
〇
年
）
一
九
二
―
一
九
三
頁
。

（
28
）  

詳
細
に
つ
き
、
山
口
詩
帆
「
二
〇
一
四
年
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
新
民
商
法
典
に
お
け
る
『
支
援
（apoyo

）』
制
度

―
わ
が
国
の
成
年
後
見
制
度

の
改
革
と
障
害
者
権
利
条
約
へ
の
適
合
に
向
け
て
」
法
学
政
治
学
論
究
第
一
二
一
号
（
二
〇
一
九
年
）
二
〇
七
―
二
四
〇
頁
、
山
口
・
前
掲
注

（
27
）
一
八
一
―
二
一
四
頁
を
参
照
。

（
29
）  

成
年
後
見
制
度
を
障
害
者
権
利
条
約
一
二
条
へ
の
適
合
を
目
指
し
た
意
思
決
定
支
援
制
度
と
し
て
再
構
築
す
る
立
法
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
ほ

か
に
も
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
複
数
の
国
で
相
次
い
で
い
る
。
ペ
ル
ー
に
つ
い
て
は
、
上
山
泰
「
法
的
能
力
」
長
瀬
修
＝
川
島
聡
『
障
害
者
権
利

条
約
の
実
施
』（
信
山
社
、
二
〇
一
八
年
）、
清
水
恵
介
「
ペ
ル
ー
新
法
は
障
害
者
の
権
利
擁
護
を
果
た
せ
る
か
〜
支
援
制
度
新
設
の
動
向
を
踏
ま

え
て
〜
」
実
践
成
年
後
見
九
一
号
（
二
〇
二
一
年
）
七
四
―
八
〇
頁
を
参
照
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
に
つ
い
て
は
、
犬
伏
由
子
（
監
修
）
＝
山
口
詩
帆

「
コ
ロ
ン
ビ
ア
に
お
け
る
成
年
後
見
制
度
の
改
正
」
戸
籍
時
報
八
〇
七
号
一
一
―
一
八
頁
、
犬
伏
由
子
（
監
修
）、
前
田
美
千
代
（
監
訳
）
＝Ru-

ben E. Rodriguez Sam
udio

（
監
訳
）、
山
口
詩
帆
（
訳
）「
コ
ロ
ン
ビ
ア
・
成
年
障
害
者
の
法
的
能
力
の
行
使
に
関
す
る
二
〇
一
九
年
法
律
第

一
九
九
六
号
（
仮
訳
）（
上
）（
下
）」
戸
籍
時
報
八
〇
八
、
八
〇
九
号
を
参
照
。

（
30
）  N

AVARRO
 FLO

RIA, Juan G., Los derechos personalísim
os, El D

erecho, Buenos Aires, 2016, pp. 72 -73.

（
31
）  

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
は
、
保
佐
人
選
任
の
手
続
に
つ
い
て
、
第
一
審
の
判
決
が
出
た
後
五
日
の
間
、
本
人
、
仮
の
保
佐
人
、
検
察
庁
（asesor 

de m
enores

）
が
控
訴
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
民
事
訴
訟
法
典
六
三
三
条
四
項
）。
控
訴
し
な
い
場
合
は
「
コ
ン
ス
ル
タ
（con-

sulta

）」
と
い
う
手
続
に
よ
り
、
自
動
的
に
控
訴
審
で
第
一
審
の
判
断
に
誤
り
が
な
か
っ
た
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
（
同
法
六
三
三
条
五
項
、
同

法
二
五
三
条
の
二
）。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
お
い
て
は
、
民
法
が
旧
民
法
典
か
ら
民
商
法
典
に
代
わ
っ
た
一
方
で
、
民
事
訴
訟
法
典
は
一
九
六
七
年

に
制
定
さ
れ
た
規
定
の
ま
ま
で
あ
る
た
め
に
、
民
商
法
典
に
お
い
て
新
設
さ
れ
た
支
援
の
類
型
が
存
在
し
な
い
た
め
、
限
定
能
力
・
支
援
に
つ
い

て
も
、
上
記
手
続
が
な
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
も
あ
り
、
民
商
法
典
の
特
徴
と
し
て
、
手
続
を
定
め
た
条
文
を
多

く
有
す
る
法
典
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。



アルゼンチン法におけるインフォームド・コンセントの生成とその民事法的意義

125

（
32
）  TO

BÍAS, José W
ashington, Tratado de derecho civil: parte general, 1

a ed., La Ley, Buenos Aires, t. 2, 2018,  p. 179.

（
33
）  FRISICA

LE, M
aría L.; G

IRO
TTI BLA

N
CO, Sofía, D

ecisiones por sustitución en la relación m
édico-paciente. A

postillas  
sobre la Ley 26. 529, el D

ecreto 1089/12 y el N
uevo Código Civil y Com

ercial. M
J-D

O
C-7008-AR | M

JD
7008, p. 4.

（
34
）  FRISICALE, M

aría L.; G
IRO

TTI BLAN
CO, Sofía, op. cit., p. 4.

（
35
）  LA

FFERRIÈRE, Jorge N
icolás, 

“¿Q
uién decide? : orden de prelación para el consentim

iento por representación en la  
legislación argentina

”, ﹇en línea

﹈. Salud, Bioética &
 D

erecho N
o  1, 2017, p. 3. D

isponible en: https://repositorio.uca.edu.ar/
handle/123456789/9001. 

（
36
）  FRISICALE, M

aría L.; G
IRO

TTI BLAN
CO, Sofía, op. cit., p. 4.

（
37
）  CAN

TAFIO, Fabio Fidel, 

“Las investigaciones en seres hum
anos y el consentim

iento inform
ado en el proyecto de Código 

Civil y Com
ercial de la N

ación

”, SJA 2014/07/23 -24; JA 2014 -III. Cita Abeledo Perrot N
º: AP/D

O
C/1028/2014, p. 12.

（
38
）  

フ
ロ
レ
ン
シ
ア
・
ウ
ェ
ゲ
ル
＝
オ
ス
チ
（
著
）、
前
田
美
千
代
＝
山
口
詩
帆
（
訳
）、
芳
賀
雅
顯
（
監
修
）「
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
新
民
商
法
典
に
お

け
る
国
際
私
法
規
定
」
法
学
研
究
九
三
巻
四
号
（
二
〇
二
〇
年
）
一
七
頁
。

（
39
）  N

AVARRO
 FLO

RIA, Juan G., op. cit., p. 77.

（
40
）  M

ESA, M
arcelo J. López, 

“Los m
édicos y el consentim

iento inform
ado 

（N
ecesarias precisiones sobre el tem

a en el m
arco 

del nuevo CCC

）”, en EL D
ERECH

O, año 54, nro. 13. 892, 2016, pp. 2 -3.
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